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王学系老荘注における「孟子」思想探索

一
　
問
題
の
所
在
―
孟
子
配
享
と
王
安
石
の
孟
子
尊
崇
と
の
乖
離

一
般
に
「
十
三
経
注
疏
」
と
呼
び
慣
ら
わ
さ
れ
る
儒
家
経
典
の
う
ち
、『
孟
子
』
は
長
ら
く
子
部
に
あ
っ
た
後
、
宋
代
に
お
い

て
漸
く
経
書
化
を
果
た
し
た
。
そ
の
『
孟
子
』
の
経
書
昇
格
を
学
術
的
に
後
押
し
し
た
決
定
的
な
要
因
は
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
～

一
二
〇
〇
）
に
よ
る
『
四
書
集
注
』
編
纂
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
道
学
隆
盛
以
後
、
注
釈
の
方
向
性
は
『
孟
子
』
が

本
来
も
つ
政
治
思
想
的
性
格
を
後
退
さ
せ
、
道
学
の
関
心
事
で
あ
る
性
善
を
主
軸
と
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
心
性
論
を
説
く
書
と

し
て
読
み
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、『
孟
子
』
経
書
化
へ
至
る
過
程
を
仔
細
に
見
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
道
学
の

貢
献
の
み
で
は
十
全
に
蹤
跡
し
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
朱
熹
が
道
学
の
祖
と
位
置
づ
け
た
程
顥
（
一
〇
三
二
～
一
〇
八
五
）・
程
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頤
（
一
〇
三
三
～
一
一
〇
七
）
に
よ
る
孟
子
顕
彰
が
対
外
的
に
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
同
時
期
に
、
二
程
と
対

立
す
る
立
場
に
あ
っ
た
王
安
石
（
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
）
は
す
で
に
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
孟
子
顕
彰
を
積
極
的
に
推
進
し
た

の
で
あ
る
。

王
安
石
に
よ
る
孟
子
尊
崇
は
、
司
馬
光
（
一
〇
一
九
～
一
〇
八
六
）
が
「
光
昔
従
介
甫
游
、
於
諸
書
無
所
不
観
、
而
特
好
孟
子

与
老
子
之
言
」（「
与
王
介
甫
書　

第
一
書
」、『
温
国
文
正
司
馬
公
文
集
』
六
〇
）
と
実
際
に
本
人
を
見
聞
し
た
う
え
で
評
す
る
言

が
あ
る
よ
う
に
、
当
時
か
ら
夙
に
知
ら
れ
て
い
た
。
安
石
の
名
が
知
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
『
淮
南
雑
説
』（
佚
書
、
慶
暦
か
ら

嘉
祐
年
間
に
上
梓
か
）
は
、「『
淮
南
雑
説
』
行
乎
時
、
天
下
推
尊
之
以
比
『
孟
子
』」（
馬
永
卿
『
元
城
語
録
解
』
上
）
と
、『
孟

子
』
に
比
肩
す
る
書
と
し
て
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で（

（
（

、
孟
子
尊
崇
の
念
は
若
年
期
か
ら
生
涯
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い

た
。
官
界
の
中
枢
に
躍
り
出
て
か
ら
は
、
孟
子
顕
彰
の
た
め
の
制
度
的
施
策
と
し
て
、
熙
寧
四
（
一
〇
七
一
）
年
、
科
挙
改
制
に

着
手
し
、『
儀
礼
』『
春
秋
』
三
伝
を
廃
し
て
『
論
語
』『
孟
子
』
を
「
兼
経
」
化
し
た（

（
（

。
こ
れ
に
よ
り
『
孟
子
』
は
、
科
挙
に
お

け
る
正
式
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
公
認
さ
れ
る
に
至
り
、
実
質
的
に
経
書
化
の
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
（
元
・
脱
脱
『
宋
史
』

一
五
五
、
李
燾
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
二
二
〇
）。

た
だ
、
王
安
石
お
よ
び
子
の
王
雱
（
一
〇
四
四
～
一
〇
七
六
）
や
門
下
・
私
淑
者
（
以
下
で
は
彼
ら
を
総
称
し
て
「
王
学
」
と

呼
ぶ
）
の
『
孟
子
』
注
で
あ
る
「
王
安
石
解
孟
子
十
四
巻
、
王
雱
解
孟
子
十
四
巻
、
許
允
成
解
孟
子
十
四
巻
」（
趙
希
弁
『
郡
斎

読
書
後
志
』
巻
二
）
は
現
在
で
は
悉
く
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
孟
子
尊
崇
の
内
実
に
つ
い
て
は
資
料
上
か
ら
そ
の
思
想
を
追
跡
す

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
宋
代
思
想
史
研
究
で
は
常
識
に
類
す
る
が
、
王
学
系
の
経
書
注
釈
は
往
時
、
科
挙
受
験

に
対
応
可
能
な
ほ
ぼ
全
て
の
領
域
を
網
羅
し
て
い
た（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
道
学
の
隆
盛
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
か
ら
は
徐
々
に
顧

み
ら
れ
な
く
な
り
、
現
下
で
は
他
書
に
お
い
て
僅
か
に
遺
る
逸
文
を
拾
集
す
る
ほ
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
王
学
研
究
に
付
き
ま
と

う
資
料
の
闕
状
は
半
ば
「
常
態
」
化
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
孟
子
注
に
つ
い
て
は
、
他
の
注
釈
以
上
に
現
状
確
認
さ
れ
て
い
る
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逸
文
自
体
が
極
め
て
少
な
く
、
拾
遺
作
業
も
遅
々
と
し
て
進
展
し
て
い
な
い（

（
（

。
そ
の
た
め
、
本
来
思
想
的
角
度
か
ら
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
っ
て
も
、
勢
い
制
度
的
観
点
と
い
う
迂
回
路
か
ら
傍
証
的
に
解
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

実
際
、
王
安
石
の
孟
子
尊
崇
に
関
す
る
先
行
研
究
を
見
て
も
、
孟
子
配
享
と
い
う
国
家
事
業
か
ら
そ
の
思
想
的
意
義
を
究
明

す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
次
善
の
策
を
採
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
近
藤
正
則
氏
は
安
石
の
孟
子
尊
崇
の
考
察
対
象
を

安
石
隠
棲
後
の
元
豊
期
に
お
け
る
孟
子
配
享
と
氏
が
そ
の
理
論
的
根
拠
と
仮
定
す
る
安
石
の
孟
子
聖
人
論
に
基
軸
を
置
く
（
近

藤
正
則
「
王
安
石
に
お
け
る
孟
子
尊
崇
の
特
色
―
元
豊
の
孟
子
配
享
と
孟
子
聖
人
論
を
中
心
と
し
て
―
」、『
日
本
中
国
学
会

報
』
第
三
十
六
集
、
一
九
八
四
年
）。
た
し
か
に
、
孟
子
配
享
時
の
政
権
は
安
石
の
政
治
路
線
を
継
承
す
る
蔡
確
（
一
〇
三
七
～

一
〇
九
三
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
朝
廷
に
は
安
石
の
配
下
や
門
下
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た（

（
（

こ
と
か
ら
、
そ
の
配
享
も
安
石
の
影

響
下
に
実
施
さ
れ
た
と
み
る
の
は
自
然
な
推
論
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
当
該
配
享
に
対
す
る
王
安
石
自
身
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
後

代
に
お
い
て
朱
熹
に
よ
る
「
孟
子
配
享
、
乃
荊
公
請
之
。
配
享
、
只
当
論
伝
道
、
合
以
顔
子
・
曽
子
・
子
思
・
孟
子
配
」（『
朱
子

語
類
』
九
〇
）
と
い
う
言
が
流
布
し
た
た
め
に
半
ば
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
文
献
通

考
』
や
『
宋
史
』
と
い
っ
た
史
料
に
も
一
切
言
及
が
な
い（

（
（

。
ま
た
、
王
安
石
に
よ
る
孟
子
尊
崇
関
連
の
事
業
は
専
ら
科
挙
改
制
に

伴
う
語
孟
の
「
兼
経
」
化
と
い
う
学
術
面
が
中
心
で
あ
り
、
安
石
が
配
享
に
注
力
し
た
形
跡
は
現
存
す
る
資
料
か
ら
は
窺
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
孟
子
配
享
に
対
す
る
安
石
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
確
固
と
し
た
論
拠
は
な
く
、
実
際
に
は
曖
昧
模
糊
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

孟
子
配
享
に
つ
い
て
は
、
安
石
の
影
響
力
を
云
々
す
る
よ
り
も
、
神
宗
の
意
向
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
元
豊
六
年
の
孟
子
の

鄒
国
公
追
封
と
翌
七
年
の
孔
子
廟
へ
の
配
享
・
顔
子
の
次
席
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
太
常
寺
の
異
議
を
斥
け
、
王
朝
創
業
以
来

の
慣
行
を
強
引
に
改
め
た
神
宗
の
詔
令（

（
（

が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
司
馬
光
『
疑
孟
』
に
代
表
さ
れ
る

誹
孟
派
が
隠
然
た
る
力
を
持
っ
て
い
た
状
況
下
で
、
配
享
の
次
席
に
お
い
て
孟
子
を
一
挙
に
顔
子
に
匹
敵
さ
せ
る
と
い
う
異
例
の
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昇
格
が
可
能
と
な
っ
た
の
も
、
王
安
石
の
力
と
い
う
よ
り
は
、
神
宗
に
孟
子
を
尊
崇
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
神
宗

の
孟
子
尊
崇
は
朝
廷
に
お
け
る
安
石
と
の
議
論
の
応
酬
に
幾
度
も
援
用
さ
れ
、
ま
た
神
宗
の
孟
子
愛
読
を
傍
証
す
る
資
料（

（
（

か
ら
し

て
確
実
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
同
じ
神
宗
在
位
期
で
も
熙
寧
と
元
豊
で
は
政
権
の
性
格
・
方
針
が
同
一
で
な
い
と
の
論
は
、
陳
瓘

（
一
〇
六
〇
～
一
一
二
四
）
が
い
み
じ
く
も
、「
元
豊
之
政
多
異
熙
寧
、
則
先
志
固
定
已
変
而
行
之
。
温
公
不
明
先
志
而
用
母
改
子

之
説
行
之
」（『
長
編
』
四
八
五
、
紹
聖
四
年
夏
四
月
乙
未
條
）
と
、
神
宗
が
熙
寧
期
と
は
違
い
親
政
を
行
う
意
志
が
あ
っ
た
こ
と

を
司
馬
光
は
理
解
し
て
な
い
と
批
判
す
る
よ
う
に
、
熙
寧
の
神
宗
と
王
安
石
に
よ
る
君
臣
協
働
か
ら
元
豊
の
神
宗
親
政
へ
と
い
う

体
制
の
変
化
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（
（

。
要
す
る
に
、
元
豊
期
の
孟
子
配
享
は
神
宗
が
慣
例
や
周
囲
の
難
色
を
押
し
退
け
て

ま
で
も
強
行
し
た
、
親
政
に
よ
る
一
事
業
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
配
享
を
画
策
し
た
首
謀
者
か
ら
見
て
も
、
王
安
石
の
意
向
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
に
躊
躇
を
覚
え
る
。
す
な
わ
ち
、
実

質
的
な
立
案
・
実
行
者
は
安
石
の
高
弟
で
あ
る
陸
佃
（
一
〇
四
二
～
一
一
〇
二
）
や
龔
原
（
一
〇
四
三
～
一
一
一
〇（

（1
（

）
で
は
な

く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
学
問
的
業
績
よ
り
も
政
治
手
腕
に
優
れ
た
蔡
京
（
一
〇
四
七
～
一
一
二
六
）
と
そ
の
懐
刀
で
あ
っ
た
弟

の
蔡
卞
（
一
〇
五
八
～
一
一
一
七（

（1
（

）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
に
よ
る
尊
崇
の
仕
方
も
経
書
の
注
釈
や
論
述
で
は
な
く
、
半
ば

偶
像
崇
拝
的
な
祭
り
上
げ
を
強
行
し
た
。
よ
り
厳
密
に
は
、
蔡
派
に
よ
る
配
享
は
孟
子
尊
崇
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
踏
み
台
と

し
て
王
安
石
崇
拝
を
公
認
さ
せ
、
自
派
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の
一
計
画
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
王
学
批
判
で
名
を
挙
げ
た
楊
時

（
一
〇
五
四
～
一
一
三
五
）
は
蔡
京
に
よ
る
王
安
石
配
享
を
批
判
し
た
上
奏
に
お
い
て
、
孟
子
配
享
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
が
、「
蓋
京
以
継
述
神
宗
皇
帝
為
名
、
実
挟
王
安
石
以
図
其
身
利
。
故
推
尊
安
石
、
加
以
王
爵
、
配
享
孔
子
廟
廷
、
而

京
所
為
自
謂
得
安
石
之
意
。」（「
上
欽
宗
皇
帝
」
七
、『
亀
山
集
』
一
）
と
、
神
宗
よ
り
も
安
石
を
尊
崇
す
る
こ
と
で
自
身
の
保
身

を
図
る
蔡
京
を
論
駁
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
過
剰
に
師
を
尊
崇
す
る
姿
勢
は
、
同
じ
王
学
門
下
の
龔
原
が
王
雱
の
『
孟
子
注
』
を

刊
行
し
た（

（1
（

と
い
う
学
術
上
の
継
承
と
い
う
営
為
と
は
別
物
と
評
し
得
る
。
要
す
る
に
、
元
豊
期
の
孟
子
尊
崇
は
神
宗
の
新
政
と
い
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う
王
安
石
政
権
期
と
は
異
な
る
力
学
が
働
い
て
お
り
、
神
宗
の
力
を
見
逃
し
て
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
配
享
の
実
行
者
も
安
石
の

学
問
・
思
想
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
は
、
多
分
に
自
己
の
党
派
的
利
益
た
め
と
い
う
政
治
目
的
を
主
眼
と
し
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
王
学
門
下
の
孟
子
配
享
は
そ
の
実
施
方
法
や
首
謀
者
の
狙
い
を
勘
案
す
る
と
、

王
安
石
の
意
向
を
ど
れ
ほ
ど
汲
み
取
っ
た
も
の
か
は
甚
だ
疑
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
単
純
に
王
安
石
の
影
響
と
断
言
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

孟
子
配
享
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
更
に
王
安
石
の
孟
子
理
解
に
沿
っ
て
そ
の
尊
崇
の
実
態
に
迫
る
市
來
津
由
彦
氏
は
、
ま

ず
議
論
の
前
提
と
し
て
『
孟
子
』
そ
の
も
の
の
捉
え
方
に
注
意
を
喚
起
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
孟
子
』
は
『
四
書
集
注
』
に
代
表

さ
れ
る
南
宋
の
「
経
」
化
以
後
、
本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
心
性
論
を
説
く
書
と
し
て
偏
向
的
に
読
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

本
来
は
戦
国
諸
子
で
あ
る
孟
子
に
よ
る
献
策
と
そ
の
基
礎
思
想
か
ら
な
る
政
治
思
想
の
書
で
あ
っ
て
、
北
宋
は
そ
の
両
者
の
同
時

的
並
行
状
態
に
あ
っ
た
と
す
る（

（1
（

。
氏
は
道
学
的
な
読
み
と
そ
れ
以
前
の
読
み
と
は
異
な
る
と
い
う
、
至
極
当
然
で
あ
る
が
意
外
に

も
研
究
者
が
見
落
と
し
が
ち
な
前
提
を
確
認
し
た
う
え
で
、
神
宗
と
王
安
石
と
の
施
政
方
針
を
め
ぐ
る
協
議
を
皮
切
り
に
王
安
石

の
孟
子
尊
崇
を
紐
解
く
。
安
石
は
神
宗
に
対
し
て
「
法
度
」（
法
令
制
度
、
王
朝
の
政
治
シ
ス
テ
ム
）
を
確
立
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
り
、
そ
の
理
論
的
支
柱
と
し
て
『
孟
子
』
の
説
く
「
先
王
の
道
」
に
神
宗
が
賛
同
し
た
こ
と
が
、
孟
子
尊
崇
の
決
定
的
な
契

機
に
な
っ
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
帝
以
下
お
よ
そ
為
政
に
関
わ
る
臣
下
に
こ
の
迂
遠
で
は
あ
る
が
理
想
的
「
王
道
」
論
を
科

挙
の
場
で
理
解
さ
せ
る
た
め
に
『
孟
子
』
を
兼
修
さ
せ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
従
来
の
先
行
研
究
が
専
ら
孟
子
配
享
を
王
安
石
に
よ
る
孟

子
尊
崇
の
論
拠
と
す
る
の
に
比
べ
、
神
宗
と
王
安
石
と
の
『
孟
子
』
を
交
え
た
共
振
を
視
野
に
入
れ
、
新
法
改
革
の
精
神
的
支
柱

と
し
て
『
孟
子
』
を
援
用
し
た
と
の
分
析
は
、
実
態
解
明
へ
一
歩
前
進
し
た
見
解
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
。

た
だ
問
題
は
、
性
説
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
神
宗
と
王
安
石
と
の
や
り
取
り
で
は
、『
孟
子
』
性
善
説
が
特
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
形
跡
は
な
い
た
め
、
両
者
に
よ
る
孟
子
性
善
説
の
共
通
認
識
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
王
安
石
の
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性
説
に
関
す
る
諸
論
考
を
見
る
限
り
、
孟
子
の
性
善
説
に
は
全
面
的
に
賛
意
を
示
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
い
う
見
解
が
一
般

的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
市
來
氏
は
「
性
情
」（『
文
集
』
六
七
）
や
「
原
性
」（
同
上
）
を
分
析
対
象
と
し
て
、
安
石
が
孟
子
の
性

善
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る（

（1
（

。
た
だ
、
王
安
石
を
北
宋
に
お
け
る
孟
子
顕
彰
の
第
一
人
者
と
み
な
す
小
島
毅
氏
は
、

市
來
氏
と
同
じ
く
安
石
の
「
性
情
」
や
「
原
性
」
お
よ
び
そ
の
続
編
と
も
い
え
る
「
性
説
」（『
文
集
』
六
八
）
を
考
察
対
象
と
す

る
も
の
の
、
そ
の
分
析
結
果
は
や
や
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
安
石
は
孟
子
の
所
説
を
是
認
し
、
性
善
説
を
完
璧
と
は
し
な
い
ま
で

も
首
肯
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
孟
子
性
善
説
の
顕
彰
は
、
道
学
系
士
大
夫
と
共
通
の
基
盤
に
立
つ
も
の
と
評
す
る（

（1
（

。
市
來
氏
は
い

み
じ
く
も
王
安
石
自
身
の
性
説
は
時
期
不
詳
の
論
説
が
数
点
あ
る
だ
け
で
全
体
像
が
わ
か
り
に
く
く
、
且
つ
そ
の
論
説
も
意
味
不

詳
の
箇
所
が
あ
り（

（1
（

、
道
学
の
性
説
と
比
べ
「
そ
の
先
天
性
、
な
い
し
は
「
用
」
に
対
す
る
「
本
」
で
あ
る
こ
と
が
言
わ
れ
る
だ
け

で
そ
れ
以
上
は
な
さ
れ
ず
、
こ
う
し
た
点
は
あ
い
ま
い
で
あ
る（

（1
（

」
と
す
る
。

結
局
、
王
安
石
に
よ
る
孟
子
尊
崇
の
意
義
と
は
何
な
の
か
、
問
題
提
起
の
重
要
さ
は
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
依
然
と
し

て
十
分
な
顧
慮
に
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
実
態
の
解
明
に
は
路
半
ば
の
状
態
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
王
安
石
の

孟
子
尊
崇
と
い
う
姿
勢
と
『
孟
子
』
性
善
説
の
不
支
持
と
い
う
孟
子
思
想
解
釈
の
「
矛
盾
」
と
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
が
、
王

安
石
に
お
け
る
孟
子
尊
崇
問
題
の
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
こ
の
点
が
い
ま
だ
解
消
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ

り
論
者
間
で
意
見
の
一
致
を
み
な
い
の
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
王
学
の
孟
子
注
が
現
在
で
は
ほ
ぼ
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

王
安
石
の
文
集
に
も
関
連
す
る
論
説
が
そ
れ
ほ
ど
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
資
料
上
の
不
備
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
た
だ
、

王
学
に
よ
る
『
孟
子
』
関
連
の
言
説
は
完
全
に
逸
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
の
手
に
よ
る
老
荘
注
に
多
数
散
見
さ
れ
る
。

そ
こ
に
は
、
道
学
的
な
関
心
と
は
異
な
る
性
に
関
す
る
議
論
が
注
釈
と
い
う
か
た
ち
で
は
あ
る
が
確
認
で
き
る
。
無
論
、
そ
こ
か

ら
王
学
『
孟
子
』
注
を
復
元
す
る
の
は
到
底
無
理
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
断
片
か
ら
王
学
の
孟
子
思
想
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
と
王
学
に
限
っ
て
は
以
下
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
老
荘
注
か
ら
孟
子
思
想
を
窺
う
こ
と
は
王
学
の
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思
想
的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
必
須
の
作
業
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
王
安
石
と
王
雱
、
安
石
の
思
想
を
濃
厚
に
継
承
す
る
と
み
ら
れ
る
林
自
（
字
は
疑
独
、
生
没
年
不
詳
）
の
三

者
を
中
心
に
、
王
学
系
老
荘
注
に
お
け
る
孟
子
関
連
の
言
説
を
紐
解
き
つ
つ
、
そ
の
孟
子
思
想
の
一
端
を
解
明
し
た
い
。
王
雱
と

林
自
に
つ
い
て
は
、
山
田
俊
氏
に
よ
る
伝
記
と
そ
れ
ぞ
れ
の
老
荘
注
の
書
誌
情
報
・
思
想
的
特
徴
に
関
す
る
研
究
が
あ
る（

（2
（

た
め
、

そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
林
自
と
王
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
補
足
を
す
る
と
、
林
自
は
元
豊
八
（
一
〇
八
五
）
年
に
太
学
上

舎
生
か
ら
「
両
優
釈
褐
」
と
い
う
二
回
の
「
優
等
」
を
獲
得
し
て
状
元
と
な
っ
た
第
一
号
の
人
物
で
あ
り
（
明
・
周
華
『
游
洋
志
』）、

王
安
石
起
草
の
三
舎
法
に
よ
る
教
育
制
度
改
革
で
誕
生
し
た
優
秀
な
配
下
と
な
る
人
物
と
し
て
嘱
望
さ
れ
て
い
た
。
事
実
、
林
自

は
「
薛
昴
、
林
自
之
徒
為
正
録
、
皆
蔡
卞
之
党
也
。
競
推
尊
安
石
」（『
長
編
』
四
八
五
）
と
、
蔡
卞
の
派
閥
に
属
し
、
安
石
を
熱

烈
に
尊
崇
し
た
。
そ
の
尊
崇
度
合
は
度
を
越
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
蔡
卞
が
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
の
版
木
を
破
棄
し
よ
う
と
企

ん
だ
際
に
、
縢
文
公
が
孟
子
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
、
神
宗
は
安
石
を
理
解
で
き
て
い
な
い
と
、
林
自
が
神
宗
を
貶
め
る

発
言
を
し
た
こ
と
を
陳
瓘
が
告
発
し
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
林
自
は
陳
瓘
が
旧
法
党
の
重
視
す
る
史
学
を
優
遇
し
新
法
党
の
経
学
に
よ

る
取
士
を
止
め
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
を
蔡
卞
に
密
告
し
た
言
に
、「
意
欲
沮
壊
国
是
而
動
揺
吾
荊
公
之
学（

（2
（

」
と
、
そ
の

王
学
支
持
は
盲
目
的
と
言
え
る
ほ
ど
過
激
な
も
の
で
あ
っ
た
。
林
自
の
『
荘
子
注
』
に
つ
い
て
は
完
本
は
逸
し
て
い
る
が
、『
南

華
真
経
義
海
纂
微
』
に
「
疑
独
註
」
と
し
て
多
数
條
を
載
せ
る
。

ち
な
み
に
、
王
学
系
老
荘
注
で
は
呂
恵
卿
（
一
〇
三
二
～
一
一
一
一
）
や
陳
祥
道
（
一
〇
四
二
～
一
〇
九
三
）
に
つ
い
て
も
扱

う
べ
き
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
王
安
石
の
思
想
継
承
と
い
う
面
で
王
雱
や
林
自
と
比
べ
師
説
の
伝
承
よ
り
も
や
や
独
自
性
が
強
い

こ
と
、
ま
た
対
象
を
広
げ
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
論
点
や
論
旨
が
雑
駁
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
等
の
理
由
か
ら
今
回
の
考
察

か
ら
割
愛
し
た
。
彼
等
の
老
荘
注
を
含
め
た
王
学
全
体
の
思
想
分
析
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
扱
い
た
い
。
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二
　
王
学
系
老
荘
注
に
孟
子
が
多
用
さ
れ
る
思
想
的
背
景

王
学
系
老
荘
注
に
『
孟
子
』
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
孟
子
』
に
基
づ
い
て
老
荘
を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
は
一

目
瞭
然
で
あ
り
、
今
更
検
討
す
べ
き
こ
と
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
行
研
究
で
も
、
王
学
と
老
荘
と
の
関
係
を
扱
う
論
文
で

は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
『
孟
子
』
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
分
析
結
果
を
み
る
と
、
概
ね
ど
の
論
文
で
も
王
安
石

の
思
想
の
内
実
を
検
証
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
儒
家
と
道
家
と
の
思
想
的
共
通
点
を
指
摘
す
る
程
度
の
、
教
派
的
観
点
に
立
脚
し

た
表
面
的
な
結
論
に
終
始
し
て
い
る（

（2
（

。
そ
も
そ
も
、
合
一
や
融
合
、
一
致
と
い
っ
た
所
与
の
枠
組
み
を
当
て
は
め
て
み
た
と
こ
ろ

で
、
そ
れ
が
王
学
の
思
想
を
解
明
す
る
う
え
で
ど
れ
ほ
ど
の
有
効
性
を
持
ち
得
る
の
か
は
定
か
で
な
く
、
方
法
論
的
観
点
か
ら
し

て
甚
だ
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
王
学
が
儒
道
や
仏
教
を
含
め
た
三
教
の
合
一
を
最
終
的
な
目
的

と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
合
一
は
何
か
別
の
目
的
が
あ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
い
に
つ
い

て
は
、
管
見
の
限
り
そ
れ
ら
を
正
面
か
ら
追
究
し
た
研
究
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
儒
家
と
道
家
と
い
う
学
派
的

な
対
立
軸
に
跼
蹐
せ
ず
、
能
う
限
り
王
学
の
思
想
に
内
在
す
る
複
雑
な
様
相
を
矮
小
化
し
な
い
方
向
で
検
証
を
試
み
た
い
。

王
学
の
思
想
研
究
に
お
い
て
儒
道
の
合
一
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
て
し
ま
う
一
種
の
躓
き
は
、
王
学
系
の
老
荘
注
が
他
の
学

派
に
比
し
て
多
い
と
い
う
量
の
問
題
以
上
に
、
安
石
が
「『
孟
子
』
言
「
気
則
謂
至
大
至
剛
塞
乎
天
地
之
間
」、『
老
子
』
乃
謂
「
専

気
致
柔
」、
何
也
。『
孟
子
』
立
本
者
也
。『
老
子
』
反
本
者
也
。
故
言
之
所
以
異
」（『
老
子
注
』
第
一
〇
章
）
と
、
老
子
と
孟
子

は
表
裏
一
体
で
あ
る
と
の
言
を
字
義
通
り
に
受
け
取
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
安
石
は
こ
こ
で
い
う
「
気
」
の
よ
う

な
『
孟
子
』
と
『
老
子
』
が
語
彙
や
概
念
を
共
有
す
る
場
合
に
、
単
に
両
者
の
共
通
性
を
指
摘
す
る（

（2
（

に
止
ま
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
更

に
進
ん
で
、
老
子
も
説
き
方
は
違
え
ど
儒
家
の
聖
王
と
同
じ
く
「
愛
民
治
国
」
と
い
う
政
治
を
考
慮
し
て
い
た
と
す
る
。
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そ
も
そ
も
無
為
と
は
、
天
下
に
お
い
て
は
有
為
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
有
余
と
は
、
天
下
に
お
い
て
は
不
足
に
用
い
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
老
子
が
根
本
に
立
ち
返
る
こ
と
を
言
い
な
が
ら
、
民
を
愛
し
国
を
治
め
る
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。
や
は
り
老
子
は
そ
の
根
本
に
立
ち
返
る
と
言
う
こ
と
で
、
根
源
的
な
道
か
ら
教
え
を
立
て
て
い
る
が
、
そ
れ
は
い
わ

ゆ
る
「
吉
凶
民
と
患
い
を
同
じ
く
す
」
で
あ
る
。『
易
』
繫
辞
上
伝
に
「
聖
人
此
れ
を
以
て
心
を
洗
い
、
退
き
て
密
に
蔵
れ
、

吉
凶
民
と
患
い
を
同
じ
く
す
」
と
い
う
。
た
だ
老
子
だ
け
が
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
は
な
く
、
お
よ
そ
古
の
聖
人
は
皆
こ
の

よ
う
で
あ
る
。

（
夫
無
為
者
、
用
天
下
之
有
為
。
有
餘
者
、
用
天
下
之
不
足
。
然
老
子
方
言
其
反
本
、
而
曰
愛
民
治
國
者
何
也
。
蓋
老
子
為

言
其
反
本
、
遂
自
道
而
起
教
、
所
謂
吉
凶
與
民
同
患
是
也
。『
易
』
曰
、「
聖
人
以
此
洗
心
、
退
藏
於
密
、
吉
凶
與
民
同
患
」

是
也
。
不
惟
老
子
之
言
若
是
、
凡
古
之
聖
人
皆
如
此
也
。）（
同
上
）

王
学
系
の
老
子
注
釈
を
集
め
た
と
推
測
さ
れ
る
『
崇
寧
八
注（

（2
（

』
に
も
、「
又
云
、
士
尚
志
。
而
此
謂
弱
志
者
何
也
。『
孟
子
』
方

以
士
人
言
之
。
故
進
之
。『
老
子
』
以
反
本
言
之
。
故
退
之
」（
劉
惟
永
『
道
徳
真
経
集
義
』
七（

（2
（

）
と
あ
り
、
安
石
の
言
を
援
用
し

た
注
釈
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、「
反
本
」
の
語
は
王
学
系
老
荘
注
に
広
く
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
「
立

本
」
と
「
反
本
」、
と
り
わ
け
儒
家
に
も
拘
わ
ら
ず
何
故
「
反
本
」
を
言
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の
意
図
に
つ
い
て
探
り
な
が
ら
、

老
荘
注
に
『
孟
子
』
を
登
場
さ
せ
る
思
想
的
背
景
を
考
え
て
い
き
た
い
。

『
老
子
』
を
「
反
本
」
と
し
て
『
孟
子
』
と
相
即
的
関
係
と
捉
え
る
の
は
、
本
稿
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
司
馬
光
の
言
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
、
安
石
自
身
が
『
孟
子
』
と
同
程
度
に
『
老
子
』
に
入
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
『
老
子
』
重
視
は
、
他
書

で
も
「
介
甫
平
生
最
喜
『
老
子
』。
故
解
釈
最
所
致
意
」
と
評
さ
れ
、『
老
子
』
第
一
章
の
「
無
名
天
地
之
始
、
有
名
万
物
之
母
。

常
無
欲
以
観
其
妙
、
常
有
欲
以
観
其
徼
」
の
四
句
を
「
無
」
と
「
有
」
の
下
で
断
句
し
、
新
た
な
読
み
を
提
示
し
た
（
以
上
、『
郡
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斎
読
書
志
』
一
一
）
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
る（

（2
（

。

こ
の
安
石
に
よ
る
孟
子
と
遜
色
な
い
老
荘
評
価
の
根
源
に
は
、
彼
独
特
の
思
想
史
的
認
識
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

古
代
か
ら
の
先
王
の
恩
沢
は
、
荘
子
の
時
代
に
至
り
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
天
下
の
習
俗
は
偽
り
や
欺
き
が
大
い
に
起
こ
り
、

質
朴
さ
は
消
え
去
り
、
当
時
の
士
大
夫
で
あ
っ
て
も
、
己
を
貴
び
物
を
卑
し
む
と
い
う
道
を
知
ら
ず
に
い
た
。
…
…
荘
子
は

こ
れ
を
憂
慮
し
、
そ
の
論
説
で
天
下
の
弊
害
を
矯
正
し
、
正
し
い
状
態
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
心
は
過
慮
で

あ
っ
て
、
仁
・
義
・
礼
・
楽
は
み
な
道
を
正
す
の
に
十
分
で
な
い
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
是
非
や
彼
我
、
利
害
を
同
一
視
す

る
こ
と
で
、
心
の
充
足
を
得
た
。
こ
れ
は
世
の
弊
害
を
矯
正
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
…
…
こ
こ
か
ら
見
れ
ば
、
荘
子
は

ど
う
し
て
聖
人
の
道
を
知
ら
な
い
と
い
え
よ
う
か
。

（
昔
先
王
之
沢
、
至
荘
子
之
時
竭
矣
。
天
下
之
俗
、
譎
詐
大
作
、
質
朴
併
散
、
雖
世
之
学
士
大
夫
、
未
有
知
貴
己
賎
物
之
道

者
也
。
…
…
荘
子
病
之
、
思
其
説
以
矯
天
下
之
弊
而
帰
之
於
正
也
。
其
心
過
慮
、
以
為
仁
・
義
・
礼
・
楽
皆
不
足
以
正
之
。

故
同
是
非
、
斉
彼
我
、
一
利
害
、
則
以
足
乎
心
為
得
。
此
其
所
以
矯
天
下
之
弊
者
也
。
…
…
由
此
観
之
、
荘
子
豈
不
知
聖
人

之
道
哉
。（

（2
（

）（「
荘
周
上
」、『
文
集
』
六
八
）

先
王
の
恩
沢
は
孔
子
ま
で
に
尽
き
果
て
、
そ
の
後
、
戦
国
時
代
の
荘
周
が
活
躍
し
た
頃
に
は
、
太
古
の
質
朴
な
気
風
は
崩
壊
し
、

人
々
は
礼
義
を
破
棄
し
て
利
害
得
失
に
奔
走
す
る
危
機
の
時
代
を
迎
え
た
。
そ
こ
で
荘
周
は
そ
の
よ
う
な
世
の
乱
れ
た
秩
序
を
矯

正
す
べ
く
敢
え
て
奇
矯
な
説
を
提
示
し
て
、
末
世
の
処
方
箋
と
し
た
の
で
あ
る
。
王
安
石
の
認
識
で
は
、
荘
周
は
道
家
と
は
い
え
、

聖
人
の
道
を
理
想
と
す
る
点
で
儒
家
と
志
向
性
を
同
じ
く
す
る
と
考
え
る
。
こ
の
孔
孟
以
後
の
道
統
断
絶
と
そ
の
道
の
喪
失
を
荘

周
が
矯
激
な
言
で
回
復
を
試
み
た
と
す
る
見
解
は
、
陸
佃
も
「
自
王
者
之
迹
熄
而
詩
亡
、
夫
子
没
而
大
義
乖
、
道
徳
之
体
分
裂
而
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天
下
多
得
一
体
、
諸
子
雑
家
各
自
為
書
而
聖
人
之
大
体
始
乱
矣
。
故
言
体
者
、
迷
于
一
方
、
言
用
者
、
滞
于
一
体
、
其
為
志
雖
篤
、

其
為
力
雖
勤
、
而
不
幸
不
見
古
人
之
大
体
、
長
見
笑
于
大
方
之
家
者
、
由
此
也
。
嗟
乎
、
道
之
不
一
久
矣
。
而
臨
川
先
生
起
于
弊

学
之
後
、
不
向
于
末
偽
、
不
背
于
本
真
、
度
之
以
道
揆
、
持
之
以
徳
操
、
而
天
下
莫
能
罔
莫
能
移
。
故
奇
言
異
行
無
所
遁
逃
而
聖

人
之
道
復
明
于
世
」（「
答
李
賁
書
」、『
陶
山
集
』
一
二
）
と
言
う
よ
う
に
、
安
石
の
思
想
を
継
承
す
る
士
大
夫
に
共
通
し
て
み
ら

れ
る
思
想
史
的
認
識
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
言
説
か
ら
、
王
学
門
下
に
と
っ
て
王
安
石
こ
そ
が
こ
の
孔
孟
・
荘
子
の
遺
業
を
継
承
す

る
者
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（

（2
（

。

王
安
石
は
同
じ
く
老
子
に
つ
い
て
も
、
荘
子
と
ほ
ぼ
同
じ
評
価
軸
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
先
に
挙
げ
た
「
老
子
反
本
」
に
つ
い

て
触
れ
た
箇
所
に
お
い
て
、「
不
惟
老
子
之
言
若
是
、
凡
古
之
聖
人
皆
如
此
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
老
子
』
で
言
わ
れ
る
こ
と
は

古
代
の
聖
人
と
同
様
で
あ
る
と
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
儒
家
に
と
っ
て
道
家
は
敵
対
す
る
立
場
に
あ
り
、
一
般
に
双
方
が
批

判
し
あ
う
間
柄
に
あ
る
が
、
安
石
の
理
解
で
は
、
老
荘
の
聖
人
批
判
や
過
激
な
高
言
は
、
そ
れ
を
読
む
者
が
表
面
の
奇
抜
な
議
論

に
目
が
行
き
、
そ
の
真
意
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
み
る
。

学
ぶ
者
は
荘
周
が
堯
・
舜
・
孔
子
を
非
と
し
た
こ
と
を
誹
る
。
私
が
『
荘
子
』
を
み
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
た
だ
寓
言
に
よ
っ

て
仮
託
し
て
言
う
の
み
で
あ
る
。『
孟
子
』（
万
章
上
）
に
、「『
詩
』
を
説
く
者
は
、
一
字
一
句
に
こ
だ
わ
っ
て
文
章
の
意
味

を
と
り
間
違
え
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、
言
葉
に
こ
だ
わ
っ
て
全
体
の
主
旨
を
損
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
自
分
の
心
に
よ
っ

て
、
作
者
の
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
汲
み
取
っ
て
、
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。『
荘
子
』
の
文
章
を
読

ん
で
も
荘
周
の
心
意
を
尋
ね
な
い
の
が
、
荘
周
を
詆
る
原
因
で
あ
る
。
荘
周
は
、「
上
に
あ
る
者
は
必
ず
無
為
の
態
度
で
天

下
を
用
い
、
下
の
者
は
必
ず
有
為
の
態
度
で
天
下
の
用
と
な
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

（
学
者
詆
周
非
堯
、
舜
、
孔
子
。
余
観
其
書
、
特
有
所
寓
而
言
耳
。『
孟
子
』
曰
、「
説
『
詩
』
者
不
以
文
害
辞
、
不
以
辞
害
意
、
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以
意
逆
志
、
是
為
得
之
」。
読
其
文
而
不
以
意
原
之
、
此
為
周
者
之
所
以
詆
也
。 

周
曰
、「
上
必
無
為
而
用
天
下
、
下
必
有

為
而
為
天
下
用
」。）（「
荘
周
下
」、『
文
集
』
六
八
）

「
以
意
逆
志
」
は
『
孟
子
』
万
章
上
に
あ
る
句
で
、
一
般
的
な
評
価
で
は
な
く
自
身
の
心
意
か
ら
そ
の
対
象
で
あ
る
文
章
に
向

か
い
合
っ
て
作
者
の
真
意
を
読
み
解
く
読
書
の
態
度
を
言
う
が
、
安
石
は
こ
の
警
句
を
荘
子
批
判
者
に
当
て
は
め
る
。
つ
ま
り
、

荘
周
は
天
下
の
弊
害
を
除
去
す
る
た
め
に
一
見
儒
家
の
教
え
に
相
反
す
る
よ
う
な
発
言
を
す
る
が
、
そ
の
心
意
は
聖
人
の
心
を
蔵

し
て
お
り
、
読
者
は
表
面
上
の
字
句
に
囚
わ
れ
ず
、
荘
周
の
本
意
を
読
み
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る（

（3
（

。
王
雱
も
荘
周
が
寓

言
的
な
言
辞
を
弄
し
た
の
は
、「
蓋
亦
矯
当
時
之
枉
而
帰
之
於
正
、
故
不
得
不
高
其
言
而
尽
於
道
」（『
新
伝
』
序
）
と
、
道
を
喪

失
し
た
乱
世
へ
の
矯
正
の
た
め
に
敢
え
て
劇
薬
の
よ
う
な
奇
矯
な
言
を
吐
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、「
世
之
読
荘
子
之

書
者
、
不
知
荘
子
為
書
之
意
、
而
反
以
為
虚
怪
高
闊
之
論
」（
同
上
）
と
、『
荘
子
』
を
表
面
上
の
虚
怪
さ
や
高
遠
な
論
に
拘
泥
し

て
そ
の
真
意
を
知
ろ
う
と
し
な
い
風
潮
、
と
り
わ
け
「
世
之
愚
儒
反
以
非
荘
子
也
」（『
新
伝
』
五
）
と
、
当
世
の
儒
者
の
偏
見
を

批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
な
孔
孟
の
後
、
一
見
道
統
が
絶
た
れ
た
と
こ
ろ
を
荘
周
が
表
面
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
問
題
が
あ
る
と
し
つ

つ
も
、「
此
荘
子
所
以
明
孔
子
之
道
也
」（『
新
伝
』
二
〇
）
と
、
そ
の
核
心
部
分
で
は
聖
人
の
道
を
明
ら
か
に
し
て
継
承
し
て
い

た
と
い
う
認
識
は
、
王
学
士
大
夫
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
独
特
の
道
統
観
で
あ
る（

（3
（

。

こ
の
孟
子
と
老
荘
と
を
表
裏
一
体
の
関
係
と
見
る
思
考
の
背
景
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
王
学
特
有
の
道
統
観
が
あ
る
と
言
え
る
。

王
安
石
は
そ
の
論
拠
と
し
て
『
孟
子
』
万
章
下
の
い
わ
ゆ
る
「
集
大
成
」
論
を
組
み
込
み
、
古
の
聖
人
に
対
し
て
も
「
時
」
の
視

点
か
ら
相
対
的
な
評
価
を
下
す
。

古
代
、
道
は
伏
羲
に
始
ま
り
、
堯
・
舜
で
完
成
し
て
、
そ
れ
を
継
承
し
て
禹
・
湯
・
文
王
・
武
王
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
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こ
の
歴
代
の
聖
王
は
、
み
な
天
子
の
位
に
あ
り
、
天
下
の
道
を
し
だ
い
に
備
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
臣
下
に
あ
っ
て

こ
れ
を
継
承
し
た
者
は
、
伊
尹
・
伯
夷
・
柳
下
恵
・
孔
子
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
伏
羲
に
始
ま
っ
た
と
き
は
、
そ
の
法
は
未
完

成
で
あ
り
、
堯
に
至
っ
て
後
完
成
し
た
。
堯
は
聖
人
の
法
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
孔
子
の
完
備
に
及
ば
な
い
。

そ
も
そ
も
聖
人
の
隆
盛
を
一
人
の
知
を
用
い
る
こ
と
で
、
天
下
の
法
は
完
備
す
る
に
足
る
が
、（
そ
の
完
備
に
は
）
必
ず
孔

子
を
待
つ
に
至
る
の
は
な
ぜ
か
。
や
は
り
聖
人
の
心
は
天
下
に
有
為
を
求
め
ず
、
天
下
の
変
化
を
待
っ
て
至
る
の
で
あ
り
、

そ
の
後
そ
の
変
化
に
よ
っ
て
こ
れ
を
法
と
し
て
制
定
す
る
の
で
あ
る
。
孔
子
の
時
代
に
な
っ
て
、
天
下
の
変
化
が
備
わ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
聖
人
の
法
も
孔
子
以
後
完
備
し
た
の
で
あ
る
。『
易
』（
繫
辞
下
伝
）
に
「
そ
の
変
化
に
通
じ
て
民
を
倦
ま
せ
な
い

よ
う
に
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
意
味
で
あ
る
。
ゆ
え
に
道
が
完
備
で
き
た
の
は
、
ど
う
し
て
孔
子
一
人
だ
け
の
力
で
あ

ろ
う
か
。
や
は
り
い
わ
ゆ
る
聖
人
は
予
め
力
を
備
え
る
者
で
あ
る
。『
孟
子
』（
万
章
下
）
に
、「
孔
子
は
之
を
集
め
て
大
成

す
る
者
」
と
言
う
の
は
、
や
は
り
聖
人
た
ち
の
事
業
を
集
約
し
て
、
万
世
の
法
と
し
て
大
成
さ
せ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
こ

そ
孔
子
が
堯
・
舜
よ
り
優
れ
る
理
由
で
あ
る
。

（
昔
者
道
発
於
伏
羲
、
而
成
乎
堯
・
舜
、
継
而
大
之
於
禹
・
湯
・
文
・
武
。
此
数
人
者
、
皆
居
天
子
之
位
、
而
使
天
下
之
道

寖
備
者
也
。
而
又
有
在
下
而
継
之
者
焉
、
伊
尹
・
伯
夷
・
柳
下
恵
・
孔
子
是
也
。
夫
伏
羲
既
発
之
也
、
而
其
法
未
成
、
至

於
堯
而
後
成
焉
。
堯
雖
能
成
聖
人
之
法
、
未
若
孔
子
之
備
也
。
夫
以
聖
人
之
盛
、
用
一
人
之
知
、
足
以
備
天
下
之
法
、
而

必
待
至
於
孔
子
者
何
哉
。
蓋
聖
人
之
心
不
求
有
為
於
天
下
、
待
天
下
之
変
至
焉
、
然
後
吾
因
其
変
而
制
之
法
耳
。
至
孔
子
之

時
、
天
下
之
変
備
矣
。
故
聖
人
之
法
亦
自
是
而
後
備
也
。『
易
』
曰
、「
通
其
変
、
使
民
不
倦
」、
此
之
謂
也
。
故
其
所
以
能

備
者
、
豈
特
孔
子
一
人
之
力
哉
。
蓋
所
謂
聖
人
者
、
莫
不
預
有
力
也
。『
孟
子
』
曰
、「
孔
子
集
大
成
者
」、
蓋
言
集
諸
聖
人

之
事
、
而
大
成
万
世
之
法
耳
。
此
其
所
以
賢
於
堯
舜
也
。）（「
夫
子
賢
於
堯
舜
」、『
文
集
』
六
七
）
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王
安
石
は
伏
羲
か
ら
堯
舜
、
禹
・
湯
・
文
・
武
、
伊
尹
・
伯
夷
・
柳
下
恵
を
経
て
孔
子
の
時
に
、
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
変
化
に

対
応
で
き
る
万
法
が
完
備
し
た
と
考
え
る
。
た
だ
、『
孟
子
』
集
大
成
論
と
や
や
異
な
る
の
は
、
孟
子
で
は
最
終
的
に
孔
子
賛
美

に
帰
結
す
る
の
に
対
し
、
王
安
石
は
伊
尹
・
伯
夷
・
柳
下
恵
を
も
聖
人
と
し
た
う
え
で
、『
易
』
繫
辞
下
伝
で
説
か
れ
る
変
化
へ

の
通
暁
を
前
提
に
、
彼
ら
全
て
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
相
対
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
「
豈
特
孔
子
一
人
之
力
哉
」
と
集
大
成

者
と
し
て
の
孔
子
の
偉
業
を
絶
対
化
す
る
こ
と
な
く
、
時
代
の
必
然
性
を
評
価
の
指
標
と
す
る
道
統
観
は
、『
孟
子
』
集
大
成
論

と
『
易
』
の
変
通
を
合
成
し
た
理
論
で
あ
る
と
言
え
よ
う（

（3
（

。
あ
る
い
は
『
易
』
の
援
用
か
ら
、
聖
人
の
偉
業
よ
り
も
時
の
流
れ
を

評
価
の
主
軸
に
置
く
の
は
、『
孟
子
』
の
「
孔
子
、
聖
之
時
者
也
」（
万
章
下
）
も
念
頭
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
王
雱
は
こ
の

安
石
に
よ
る
時
へ
の
通
暁
を
重
視
す
る
道
統
観
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
、「
自
堯
・
舜
至
於
孔
子
、
礼
章
楽
明
、
寓
之
以
形
名
度

数
、
而
精
神
之
運
、
炳
然
見
於
制
作
之
間
。
定
尊
卑
、
別
賢
否
、
以
臨
天
下
、
事
詳
物
衆
、
可
謂
盛
矣
。
蓋
於
時
有
之
、
則
夏
是

也
。
夏
反
而
為
秋
、
秋
則
斂
其
散
而
一
之
、
落
其
華
而
実
之
、
以
弁
物
為
徳
、
以
復
性
為
常
、
其
志
静
、
其
事
簡
。
夫
秋
豈
期
於

反
夏
乎
」（『
老
子
注
』
序
）
と
、
四
季
の
巡
り
を
用
い
る
こ
と
で
そ
の
相
対
性
を
よ
り
先
鋭
化
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
王
雱
は
荘

子
注
に
お
い
て
も
、「
大
聖
人
与
世
推
移
、
而
不
凝
滞
於
物
、
物
亦
莫
能
傷
之
矣
。
孔
子
之
心
未
嘗
以
経
世
為
事
、
其
所
以
推
而

行
之
者
、
直
随
時
而
已
」（『
新
伝
』
三
）
と
、
や
は
り
安
石
の
道
統
観
に
寄
せ
つ
つ
、「
時
」
を
重
視
し
た
聖
人
観
を
説
く
。

こ
う
し
た
古
代
の
各
聖
王
を
「
時
」
の
変
化
に
お
い
て
相
対
的
に
評
価
す
る
一
方
で
、
王
安
石
は
変
化
し
な
い
普
遍
的
に
継
承

さ
れ
る
道
を
聖
人
の
「
心
」
に
求
め
る
。
例
え
ば
、『
老
子
』
第
三
八
章
の
「
上
徳
」
と
「
下
徳
」
に
つ
い
て
、「
下
徳
」
に
湯
王

と
武
王
を
当
て
は
め
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
堯
舜
に
対
し
て
時
代
が
下
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
聖
人
と
し
て
の
「
心
」
は

時
代
を
問
わ
ず
変
化
し
な
い
と
い
う（

（3
（

。
呂
恵
卿
も
、「
老
子
・
孔
子
初
無
間
然
、
世
之
学
孔
子
者
、
泥
迹
而
不
得
其
心
。
故
荘
子

有
是
論
」（『
纂
微
』
八
八
）
と
、
聖
人
の
心
意
に
お
い
て
は
孔
子
と
老
荘
と
の
間
に
差
を
設
け
な
い
。
こ
の
よ
う
に
王
学
は
、
聖

人
に
一
貫
し
て
継
承
さ
れ
る
道
統
は
時
を
超
越
す
る
「
心
」
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
老
荘
に
お
い
て
も
儒
家
の
聖
人
に
匹
敵
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す
る
心
意
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

荘
周
の
書
は
、
道
の
妙
を
載
せ
る
。
や
は
り
そ
の
言
説
は
性
命
が
ま
だ
散
じ
て
い
な
い
初
発
の
状
態
へ
と
救
い
、
天
下
の
世

俗
を
覚
醒
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
道
に
基
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
道
は
海
、
聖
人
は
百
川
の
よ

う
な
も
の
で
、
道
は
年
で
あ
り
、
聖
人
は
時
で
あ
る
。
百
川
は
同
じ
で
な
い
が
、
同
じ
く
海
と
な
る
。
季
節
は
同
じ
で
な
い

が
、
同
じ
く
一
年
で
あ
る
。
孔
子
・
孟
子
・
老
子
・
荘
子
の
道
は
、
時
宜
は
同
じ
で
な
い
と
は
い
え
、
そ
の
帰
着
す
る
と
こ

ろ
を
求
め
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
こ
か
ら
離
れ
ら
れ
よ
う
か
。『
荘
子
』
の
書
を
読
む
と
き
、
そ
の
心
意
を
求
め
て
そ
の
言
辞

を
忘
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
善
き
読
者
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
荘
周
之
書
、
載
道
之
妙
也
。
蓋
其
言
救
性
命
未
散
之
初
、
而
所
以
覚
天
下
之
世
俗
也
。
豈
非
不
本
於
道
乎
。
夫
道
、
海

也
。
聖
人
、
百
川
也
、
道
、
歳
也
。
聖
人
、
時
也
。
百
川
雖
不
同
、
而
所
同
者
海
。
四
時
雖
不
同
、
而
所
同
者
歳
。
孔
・

孟
・
老
・
荘
之
道
、
雖
適
時
不
同
、
而
要
其
帰
、
則
豈
離
乎
此
哉
。
読
『
荘
子
』
之
書
、
求
其
意
而
志
其
言
、
可
謂
善
読
者

矣
。）（
王
雱
『
南
華
真
経
拾
遺
』
雑
説
）

孔
孟
と
老
荘
の
道
に
お
け
る
共
通
性
を
い
う
の
は
王
学
の
一
貫
し
た
思
想
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
王
雱
が
『
荘
子
』
の
世

俗
を
覚
醒
さ
せ
救
済
す
る
方
法
と
し
て
、
性
命
の
初
発
段
階
へ
の
復
帰
を
挙
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
性
命
未
散
之
初
」
の
救

済
が
「
反
本
」
と
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
こ
と
は
、
林
自
に
よ
る
次
の
言
及
か
ら
も
わ
か
る
。

荘
子
は
古
人
が
制
定
し
た
礼
の
意
を
必
ず
知
っ
て
お
り
、
自
ら
礼
に
適
っ
た
対
処
を
し
た
の
は
、
や
は
り
当
時
の
儀
礼
過
多

で
厚
葬
に
過
ぎ
、
た
だ
そ
の
心
意
を
尽
さ
な
か
っ
た
（
の
を
踏
ま
え
て
そ
の
よ
う
に
し
た
）
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
荘
子
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は
高
言
に
よ
っ
て
こ
の
弊
を
矯
正
し
、
古
人
の
根
本
に
立
ち
返
っ
て
質
朴
に
復
帰
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
荘
子
非
不
知
古
人
制
礼
之
意
、
而
自
処
如
此
者
、
盖
当
時
礼
文
過
侈
、
務
厚
葬
以
相
勝
、
不
独
尽
其
心
而
已
。
故
高
言
以

矯
之
、
欲
其
反
本
復
朴
也
。）（『
纂
微
』
一
〇
二
）

王
学
系
の
劉
槩
（
字
仲
平
、
生
没
年
不
詳
）
に
も
、
荘
子
は
「
無
為
復
朴
」
に
よ
っ
て
天
下
の
華
美
を
矯
正
し
た
と
の
言
が
あ

る（
（3
（

よ
う
に
、
王
学
の
「
反
本
」
重
視
の
内
実
は
、
性
命
を
太
古
の
質
朴
な
在
り
方
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
老
荘

に
よ
る
「
反
本
」
提
唱
の
意
義
は
時
代
の
趨
勢
に
よ
っ
て
儒
家
の
先
王
の
道
と
は
反
転
す
る
か
た
ち
で
循
環
す
る
と
い
う
道
統
観

で
あ
り
、
徽
宗
注
（『
老
子
』
第
一
九
章
）
に
も
「
老
氏
当
周
之
末
、
方
将
扶
其
弊
而
使
之
反
本
。
…
…
先
王
之
道
若
循
環
、
捄

文
者
莫
若
質
。
故
令
有
所
属
、
謂
見
素
抱
樸
、
少
私
寡
欲
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
疏
を
作
成
し
た
章
安
も
「
反
本
」
の
語
を

は
じ
め
と
し
て
徽
宗
の
言
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る（

（3
（

。
徽
宗
朝
に
お
け
る
王
学
の
学
術
的
影
響
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
す
べ
き

課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
差
し
当
た
り
、
徽
宗
注
お
よ
び
疏
に
お
い
て
も
王
学
の
道
統
観
が
明
確
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
王
学
の
儒
道
理
解
は
如
上
の
考
察
の
通
り
、
単
純
な
両
者
の
合
一
で
は
な
く
、
聖
人
の
道
統
観
と
そ
の
時
代
の
要
請
に

よ
っ
て
儒
家
が
尊
重
さ
れ
る
か
、
道
家
が
主
流
と
な
る
か
、
と
い
う
道
の
循
環
に
基
づ
く
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。「
反
本
」

に
つ
い
て
は
、
王
雱
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

浅
学
な
が
ら
『
論
語
』・『
孟
子
』
の
最
終
篇
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
と
も
に
堯
・
舜
・
禹
・
湯
の
聖
人
の
事
業
を
称
す
る
も

の
で
あ
る
。
や
は
り
こ
の
『
老
子
』
書
を
取
り
上
げ
て
、
政
治
の
場
に
加
え
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
語
孟
に
比
肩
し
得
る
。
老

子
は
大
聖
人
で
あ
る
が
、
変
乱
の
世
に
遭
遇
し
た
た
め
、
根
本
に
立
ち
返
り
性
を
尽
す
べ
き
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
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独
り
道
徳
の
意
を
明
ら
か
に
し
て
、
散
り
散
り
に
な
っ
て
い
た
万
物
を
取
り
収
め
て
、
こ
れ
を
質
朴
に
一
元
化
し
た
の
で
あ

る
。
実
際
に
こ
の
『
老
子
』
を
取
り
上
げ
て
政
治
の
場
に
加
え
れ
ば
、
民
衆
や
習
俗
を
化
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ

の
篇
（
第
八
〇
章
）
に
そ
の
効
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
経
文
の
意
義
と
し
て
（
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
）
終
篇

に
あ
る
。

（
竊
嘗
考
『
論
語
』・『
孟
子
』
之
終
篇
、
皆
称
堯
・
舜
・
禹
・
湯
聖
人
之
事
業
。
蓋
以
為
挙
是
書
而
加
之
政
、
則
其
效
可
以

為
比
也
。
老
子
、
大
聖
人
也
、
而
所
遇
之
変
、
適
当
反
本
尽
性
之
時
。
故
独
明
道
徳
之
意
、
以
収
斂
事
物
之
散（

（3
（

、
而
一
之
於

朴
。
誠
挙
其
書
以
加
之
政
、
則
化
民
成
俗
、
此
篇
其
效
也
。
故
経
之
義
終
焉
。）（
王
雱
『
老
子
注
』
第
八
〇
章
）

「『
論
語
』・『
孟
子
』
之
終
篇
」
は
、『
論
語
』
堯
曰
と
『
孟
子
』
尽
心
下
を
指
し
、
前
者
は
堯
・
湯
・
武
王
の
言
葉
と
禅
譲
、

後
者
は
堯
か
ら
孔
子
ま
で
の
諸
聖
人
の
道
統
と
孔
子
の
道
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
へ
の
懸
念
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
『
老

子
』
が
儒
家
の
聖
王
と
遜
色
な
い
存
在
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
彼
等
の
偉
業
が
み
な
無
為
の
治
の
当
事
者
と
さ
れ
る
た
め

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
論
語
』
の
終
篇
で
は
な
い
が
、
泰
伯
の
「
巍
巍
乎
、
舜
禹
之
有
天
下
也
、
而
不
与
焉
」、「
大
哉
、
堯
之

為
君
也
、
巍
巍
乎
唯
天
為
大
、
唯
堯
則
之
、
蕩
蕩
乎
民
無
能
名
焉（

（3
（

」
お
よ
び
『
論
語
』
の
当
該
文
を
一
括
し
て
引
用
す
る
『
孟
子
』

縢
文
公
上
の
「
孔
子
曰
、
大
哉
堯
之
為
君
、
惟
天
為
大
、
惟
堯
則
之
、
蕩
蕩
乎
民
無
能
名
焉
、
君
哉
舜
也
、
巍
巍
乎
有
天
下
而
不

与
焉
」
で
言
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
聖
王
に
よ
る
無
為
の
治
と
『
老
子
』
で
説
か
れ
る
無
為
と
は
共
通
す
る
の
で
あ
り
、
老
子
に
「
大

聖
人
」
と
過
大
な
評
価
を
与
え
る
の
も
、
老
子
が
聖
王
の
無
為
を
説
く
者
と
み
る
こ
と
に
よ
る
。
王
雱
は
そ
の
老
子
に
よ
る
無
為

の
治
の
核
心
と
し
て
「
反
本
尽
性
」
と
い
う
時
代
に
即
し
た
対
処
を
挙
げ
る
が
、
林
自
も
「
古
之
真
人
不
治
性
於
俗
、
而
抱
其
素

樸
、
所
以
能
復
本
初
」（『
纂
微
』
四
九
）、
あ
る
い
は
「
若
反
本
復
性
、
則
順
而
有
功
」（
同
八
一
）
と
、
民
衆
の
性
を
政
治
と
い

う
世
俗
的
な
領
域
で
作
為
的
に
統
治
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
原
初
の
性
へ
復
帰
す
る
と
い
う
無
為
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
結
果
的
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に
性
の
本
来
的
な
在
り
方
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

王
安
石
は
「
孟
子
之
所
謂
性
者
正
性
也
」（「
揚
孟
」、『
文
集
』
六
四
）
と
い
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
反
本
」
を
め
ぐ
る
議
論
か

ら
み
れ
ば
、
安
石
は
孟
子
の
性
説
を
性
善
と
い
う
面
よ
り
も
、
性
を
正
し
い
状
態
へ
と
復
帰
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
捉
え
た
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
「
正
性
」
を
補
強
す
る
論
拠
と
し
て
、
林
自
は
次
の
よ
う
に
敷
衍
す
る
。

（『
荘
子
』
繕
性
篇
の
）「
初
め
に
復
る
」
と
は
、
そ
の
性
を
尽
す
こ
と
で
あ
り
、「
明
を
致
す
」
と
は
、
命
に
至
る
こ
と
で
あ

る
。
…
…
「
彼
正
し
く
し
て
己
が
徳
を
蒙
む
る
」
と
は
、
聖
人
の
こ
と
を
言
う
。
聖
人
の
徳
は
天
下
を
覆
う
こ
と
に
関
心
は

な
く
、
天
下
の
万
物
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
性
を
正
す
。
強
い
て
徳
に
よ
っ
て
天
下
を
覆
い
被
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
万

物
は
必
ず
そ
の
性
を
失
う
。

（「
復
初
」
者
、
尽
其
性
。「
致
明
」
者
、
至
於
命
。
…
…
「
彼
正
而
蒙
己
徳
」
者
、
聖
人
也
。
聖
人
之
徳
非
有
心
於
覆
天
下
、

而
天
下
之
物
各
正
其
性
。
如
強
欲
以
徳
覆
冒
之
、
則
物
必
失
其
性
矣
。）（『
纂
微
』
四
九
）

こ
の
「
正
性
」
は
『
易
』
説
卦
伝
の
「
窮
理
尽
性
以
至
於
命
」
を
踏
ま
え
る
が
、「
物
」
と
の
関
係
を
絡
め
て
説
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、『
孟
子
』
尽
心
上
の
「
有
大
人
者
、
正
己
而
物
正
者
也（

（3
（

」
を
念
頭
に
置
い
た
注
釈
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
林
自
は

『
荘
子
』
徳
充
符
に
あ
る
、
舜
の
み
が
自
己
を
正
し
く
し
た
こ
と
で
民
衆
を
も
正
し
た
と
い
う
記
述
に
お
い
て
も
、『
孟
子
』
の
当

該
文
を
引
用
し
て
荘
子
と
同
意
と
す
る（

（3
（

。
つ
ま
り
、
聖
人
の
心
意
は
天
下
の
政
治
的
な
事
業
に
な
く
、
自
身
を
正
す
こ
と
で
結
果

的
に
そ
れ
に
倣
う
民
衆
が
本
来
的
な
性
へ
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る（

（4
（

。
ま
た
聖
人
が
殊
更
教
化
せ
ず
と
も
、

「
聖
人
常
無
為
而
民
自
化
」（『
新
伝
』
一
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
民
衆
は
自
律
的
に
本
然
を
開
化
す
る
。
こ
の
無
為
の
治
と
い
う

点
で
儒
家
と
道
家
の
聖
人
像
は
一
致
す
る
の
で
あ
り
、『
孟
子
』
が
老
荘
注
に
援
用
さ
れ
、
そ
の
逆
に
老
荘
に
お
い
て
聖
王
が
持
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ち
出
さ
れ
る
の
も
、
そ
の
基
底
に
は
道
学
的
な
性
善
説
と
そ
れ
に
基
づ
く
個
人
的
な
修
養
と
は
異
な
る
、『
孟
子
』
元
来
の
政
治

的
な
文
脈
で
語
ら
れ
た
「
性
」
を
性
説
の
基
盤
と
し
て
い
る
と
言
え
る
。

以
上
、
王
学
系
老
荘
注
に
孟
子
が
頻
出
す
る
思
想
的
背
景
と
し
て
、
そ
の
根
幹
に
は
王
学
独
自
の
道
統
観
が
み
ら
れ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
そ
の
道
統
観
に
は
、
老
荘
的
な
「
反
本
」
に
儒
家
の
聖
王
と
同
等
の
存
在
意
義
を
見
出
す
こ
と
と
、
時
代
ご
と
の
世

態
の
状
況
に
応
じ
て
儒
家
優
位
と
そ
う
で
な
い
「
反
本
」
と
が
循
環
的
に
変
化
す
る
と
い
う
、
二
重
の
意
味
が
内
含
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
そ
の
「
反
本
」
の
内
実
は
聖
王
の
手
に
よ
っ
て
民
衆
を
善
良
な
る
性
へ
と
復
帰
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る

こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
、
王
学
は
「
孔
子
曰
、『
予
欲
無
言
』。
孟
子
曰
、『
予
豈
好
弁
哉
』。
此
聖
賢
本
於
不
言
也
。
然

而
必
言
必
弁
者
、
出
於
非
得
已
而
已
。
故
荘
子
之
所
言
、
亦
出
不
得
已
、
将
以
祛
天
下
之
惑
、
而
反
性
命
之
正
也
」（
王
雱
『
新

伝
』
一
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
老
荘
的
な
「
反
本
」
を
最
終
的
な
目
的
と
は
せ
ず
、
そ
う
で
は
な
い
儒
家
的
な
「
立
本
」
に
道
を

求
め
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
王
学
が
『
孟
子
』
の
「
性
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
を
更
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

三
　「
立
本
」
と
し
て
の
性
説

王
安
石
の
性
説
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
も
幾
度
と
な
く
検
証
さ
れ
て
き
た
が
、
安
石
の
性
説
に
関
す
る
論
考
に
は
ゆ
ら
ぎ

が
あ
る
と
さ
れ
、
い
ま
だ
定
論
を
見
な
い
。
本
稿
で
は
行
論
お
よ
び
紙
幅
の
関
係
上
こ
の
問
題
に
立
ち
入
ら
ず
、
主
題
の
王
学
系

老
荘
注
に
お
け
る
孟
子
に
限
定
し
て
、
そ
の
性
説
、
す
な
わ
ち
「
反
本
」
に
対
し
て
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
「
立
本
」
的

側
面
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

王
安
石
は
性
自
体
を
正
面
か
ら
検
討
し
た
次
の
論
考
で
こ
う
述
べ
る
。
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そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
性
と
は
果
し
て
何
物
で
あ
ろ
う
か
。
善
と
言
う
の
み
で
あ
る
。
性
は
ひ
と
し
な
み
に
善
で
あ
る
が
、
そ

れ
自
体
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
人
に
お
い
て
は
そ
れ
を
準
則
と
す
る

の
み
で
あ
る
。
そ
の
性
に
則
り
外
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
五
常
（
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
）
の
道
は
自
ず
と
明
ら
か
に
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
は
そ
の
五
常
の
道
を
修
め
て
性
を
拡
充
で
き
な
い
こ
と
に
悩
む
。
う
ま
く
性
を
拡
充
し
て
修
め
る

に
は
、
必
ず
古
聖
賢
の
教
え
を
法
と
し
て
、
自
ら
そ
の
心
を
養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
道
を
修
め
な
け
れ
ば
、

命
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
易
』
に
、「
理
を
窮
め
性
を
尽
し
て
以
て
命
に
至
る
」
と
言
う
。『
易
』
は
ど
う
し
て
先
に

命
を
言
わ
ず
、
な
ぜ
性
命
を
前
に
言
う
の
か
。
や
は
り
天
が
生
じ
て
こ
の
性
命
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
の
道
を
修
め
な
け
れ
ば
、

ま
た
そ
の
性
命
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
礼
記
』
中
庸
と
『
易
』
の
説
を
合
わ
せ
た
も
の

で
、
こ
れ
ら
は
み
な
衆
人
の
性
か
ら
言
う
も
の
で
あ
る
。

（
然
則
性
果
何
物
也
。
曰
、
善
而
已
矣
。
性
雖
均
善
、
而
不
能
自
明
。
欲
明
其
性
、
則
在
人
率
循
而
已
。
率
其
性
不
失
、
則

五
常
之
道
自
明
。
然
人
患
不
能
修
其
五
常
之
道
以
充
其
性
。
能
充
性
而
修
之
、
則
必
以
古
聖
賢
之
教
為
法
、
而
自
養
其
心
。

不
先
修
道
、
則
不
可
以
知
命
。『
易
』
曰
、「
窮
理
尽
性
以
至
於
命
」。『
易
』
何
以
不
先
言
命
、
而
此
何
以
首
之
。
蓋
天
生
而

有
是
性
命
、
不
修
其
道
、
亦
不
能
明
其
性
命
也
。
是
「
中
庸
」
与
『
易
』
之
説
合
、
此
皆
因
中
人
之
性
言
也
。）（
衛
湜
『
礼

記
集
説
』
一
二
三
）

「
率
循
」
は
『
尚
書
』
顧
命
「
臨
君
周
邦
、
率
循
大
卞
」
を
出
典
と
し
、
準
則
す
る
意
。「
均
善
」
の
「
均
」
は
「
ひ
と
し
く
、

み
な
一
様
に
」
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
性
は
ど
の
角
度
か
ら
論
じ
て
も
善
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
と
い
う
、
根
源
的
に
は
性

善
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
性
善
に
は
複
数
の
位
相
が
あ
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
性
は
分
析
的
に
解
明
不
可
能
で
あ
り（

（4
（

、

且
つ
衆
人
は
善
性
の
拡
充
が
で
き
ず
に
苦
悩
す
る
。
そ
こ
で
そ
の
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
聖
人
に
よ
る
衆
人
の
教
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導
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
性
は
一
方
で
は
人
知
で
は
解
明
で
き
ず
、
五
常
の
レ
ベ
ル
で
の
拡
充
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら

か
と
な
る
が
、
最
終
的
に
は
聖
人
の
善
導
に
よ
っ
て
「
中
人
之
性
」
は
全
う
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、「
在
人
率
循
」

あ
る
い
は
「
中
人
之
性
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
と
聖
人
と
を
別
け
、
且
つ
そ
の
境
涯
を
前
提
と
し
て
、
聖
人
は
人
を
率
従
さ
せ
る

と
い
う
聖
人
の
誘
導
が
正
性
に
至
る
最
適
方
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
安
石
は
別
の
論
考
で
、「
誠
之
所
以
能
不

測
者
、
性
也
。
賢
者
尽
誠
以
立
性
者
也
。
聖
人
尽
性
以
至
誠
者
也
」（「
礼
楽
論
」、『
文
集
』
六
六
）
と
、
や
は
り
「
中
庸
」
の
「
誠

者
、
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
従
容
中
道
。
聖
人
也
」
を
踏
ま
え
、
性
の
言
及
不
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
、
賢
人
が
後
天
的
努
力
に

よ
っ
て
「
立
性
」
す
る
こ
と
と
、
聖
人
が
生
得
的
に
備
え
て
い
る
性
を
尽
し
て
至
誠
に
至
る
こ
と
を
截
然
と
区
別
し
て
い
る（

（4
（

。
後

天
的
努
力
に
よ
っ
て
誠
で
あ
ろ
う
と
す
る
賢
人
は
、「
臨
川
王
氏
曰
、
…
…
若
舜
之
知
可
謂
能
行
也
、
顔
回
之
択
善
可
謂
能
明
也
。

愚
不
肖
者
固
可
以
勉
而
行
中
庸
之
道
矣（

（4
（

」（
衛
湜
『
礼
記
集
説
』
一
二
五
）
と
、
顔
回
が
そ
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
下

の
衆
人
は
、
林
自
が
「
善
者
、
道
之
散
。
人
知
可
欲
之
善
、
則
離
道
以
逐
善
」（『
纂
微
』
四
九
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
善
を
望
む

べ
き
も
の
と
し
て
必
要
以
上
に
追
い
求
め
る
。
他
方
で
舜
の
よ
う
に
、
聖
人
は
賢
人
・
衆
人
が
求
め
る
善
を
超
越
し
た
、
い
わ
ば

至
高
善
的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
暗
に
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
性
善
に
関
連
す
る
周
辺
資
料
を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
、
先
の
引

用
冒
頭
に
あ
る
「
善
而
已
矣
」
は
、
単
に
性
善
を
意
味
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
聖
人
の
至
誠
の
み
が
至
り
得
る
よ
う
な
究
極
的
な

至
善
と
し
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
性
善
の
善
を
「
至
善
」
と
捉
え
る
裏
付
け
と
し
て
、『
老
子
注
』
に
お
け
る
『
孟
子
』
を
織
り
交
ぜ
た
「
善
」
の
解
釈
が

挙
げ
ら
れ
る
。

賢
人
を
尊
ぶ
こ
と
は
善
で
あ
る
。
得
難
い
高
価
な
も
の
を
尊
ば
ず
、
盗
み
を
な
す
こ
と
は
悪
で
あ
る
。
こ
の
二
者
は
と
も
に

欲
で
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
。
や
は
り
善
と
は
悪
の
対
で
あ
る
。
善
が
あ
れ
ば
必
ず
そ
れ
と
対
を
な
す
悪
が
あ
り
、（
聖
人
に
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よ
っ
て
は
じ
め
て
）
こ
れ
ら
は
善
悪
と
も
に
忘
れ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
世
の
欲
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。『
孟
子
』
の
「
欲

す
べ
き
之
を
善
と
謂
う
」
と
い
う
よ
う
な
人
が
目
指
す
べ
き
欲
と
、
目
が
色
を
好
み
、
耳
が
よ
い
声
を
好
み
、
鼻
が
よ
い
香

り
を
好
む
と
い
っ
た
目
指
す
べ
き
で
な
い
欲
望
と
し
て
の
欲
で
あ
る
。

（
尚
賢
、
則
善
也
。
不
貴
難
得
之
貨
、
為
盗
、
悪
也
。
二
者
皆
不
欲
、
何
也
。
蓋
善
者
、
悪
之
対
也
。
有
善
必
有
其
悪
、
皆

使
善
悪
倶
忘
也
。
世
之
言
欲
者
、
有
二
焉
。
有
可
欲
之
欲
、
有
不
可
欲
之
欲
、
若
『
孟
子
』
謂
「
可
欲
之
謂
善
」、
若
「
目

之
於
色
、
耳
之
於
声
、
鼻
之
於
臭
」、
是
不
可
欲
之
欲
也
。）（『
老
子
注
』
第
三
章
）

や
は
り
先
王
が
賢
人
を
尊
ば
な
い
の
は
、
ま
た
賢
人
を
尊
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
得
難
い
高
価
な
も
の
を
貴
ば
な

い
の
は
、
ま
た
得
難
い
高
価
な
も
の
を
貴
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
欲
し
が
る
も
の
を
見
せ
な
い
の
は
、
ま
た
欲
し

が
る
も
の
を
見
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
老
子
の
言
は
、
形
而
上
で
あ
る
。
賢
人
を
尊
ば
な
け

れ
ば
、
善
を
な
す
こ
と
に
煩
わ
さ
れ
な
い
。
得
難
い
高
価
な
も
の
を
貴
ば
な
け
れ
ば
、
利
益
に
煩
わ
さ
れ
な
い
。
た
だ
こ
の

よ
う
に
す
る
ゆ
え
、
う
ま
く
欲
し
が
る
も
の
を
見
せ
な
い
の
で
あ
る
。『
孟
子
』
に
「
欲
す
べ
き
之
を
善
と
謂
ふ
」
と
言
う
。

そ
も
そ
も
善
は
積
ん
で
拡
充
す
る
こ
と
で
、
神
の
境
地
に
至
る
。
そ
の
神
に
至
れ
ば
、
欲
す
べ
き
も
の
も
現
れ
な
い
。

（
蓋
先
王
不
尚
賢
、
亦
非
不
尚
賢
。
不
貴
難
得
之
貨
、
亦
非
不
貴
難
得
之
貨
。
不
見
可
欲
、
亦
非
不
見
可
欲
。
雖
然
、
老
子

之
所
言
、
形
而
上
者
也
。
不
尚
賢
、
則
不
累
於
為
善
。
不
貴
難
得
之
貨
、
則
不
累
於
為
利
。
惟
其
如
此
、
故
能
不
見
可
欲
。

『
孟
子
』
曰
、「
可
欲
之
謂
善
」。
夫
善
積
而
充
之
、
至
於
神
。
及
其
至
於
神
、
則
不
見
可
欲
矣
。）（『
老
子
注
』
第
三
章
）

『
孟
子
』
尽
心
下
の
経
文
で
は
、「
口
之
於
味
也
、
目
之
於
色
也
、
耳
之
於
声
也
、
鼻
之
於
臭
也
、
四
肢
之
於
安
逸
也
、
性
也
、

有
命
焉
、
君
子
不
謂
性
也
、
仁
之
於
父
子
也
、
義
之
於
君
臣
也
、
礼
之
於
賓
主
也
、
知
之
於
賢
者
也
、
聖
人
之
於
天
道
也
、
命
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也
、
有
性
焉
、
君
子
不
謂
命
也
」
と
あ
り
、
そ
の
直
後
に
浩
生
不
害
が
孟
子
に
楽
正
子
の
人
と
な
り
を
尋
ね
た
そ
の
回
答
と
し

て
、「
善
人
也
、
何
謂
善
、
曰
、
可
欲
之
謂
善
、
有
諸
己
之
謂
信
、
充
実
之
謂
美
、
充
実
而
有
光
輝
之
謂
大
、
大
而
化
之
之
謂

聖
、
聖
而
不
可
知
之
謂
神
、
楽
正
子
二
之
中
、
四
之
下
也
」
と
言
わ
れ
る
。『
孟
子
』
で
は
、
楽
正
子
が
「
二
」
と
い
う
「
善
・

信
」
の
段
階
に
止
ま
り
、
そ
の
上
の
「
美
・
大
・
聖
・
神
」
の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
よ
う
に
、「
善
」
は
こ
の
六
段

階
に
お
い
て
最
も
下
位
に
置
か
れ
る
。
善
は
悪
の
対
概
念
で
あ
る
と
の
論
は
、
安
石
『
老
子
注
』
に
お
い
て
も
、「
夫
美
者
、
悪

之
対
、
善
者
、
不
善
之
反
。
此
物
理
之
常
。
惟
聖
人
乃
無
対
於
万
物
、
自
非
聖
人
之
所
為
皆
有
対
矣
。
自
非
聖
人
之
所
為
、
皆
有

対
矣
」、「
此
言
美
悪
・
善
不
善
相
逐
、
而
妄
者
溺
於
美
悪
、
不
如
有
悪
与
不
善
也
。
唯
聖
人
超
然
遠
覧
、
知
美
之
有
悪
、
善
之
有

不
善
、
未
嘗
有
所
溺
也
」（
以
上
、
第
二
章
）
と
、
善
悪
（
善
不
善
）
は
相
対
的
な
関
係
に
あ
り
、
聖
人
の
み
が
こ
の
相
対
的
世

界
か
ら
超
然
と
遠
覧
し
て
い
る
と
い
う（

（4
（

。
つ
ま
り
、
王
安
石
は
性
善
に
お
け
る
善
を
『
孟
子
』
六
段
階
説
を
基
に
構
想
し
て
お
り
、

そ
れ
を
論
拠
に
善
を
至
高
の
境
位
と
は
み
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
『
孟
子
』
六
段
階
論
に
つ
い
て
は
、
安
石
は
「
大
人
論
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

『
孟
子
』
に
、「
充
実
し
て
光
輝
有
る
を
之
れ
大
と
謂
ひ
、
大
に
し
て
之
を
化
す
る
を
之
れ
聖
と
謂
ひ
、
聖
に
し
て
之
を
知
る

べ
か
ら
ざ
る
を
之
れ
神
と
謂
ふ
」
と
あ
る
。
こ
の
大
・
聖
・
神
の
三
者
は
聖
人
の
名
で
あ
る
が
、
呼
び
方
が
同
じ
で
な
い
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
す
と
こ
ろ
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
道
か
ら
言
え
ば
神
と
称
し
、
徳
か
ら
言
え
ば
聖
と
称
し
、
事
業
か
ら

言
え
ば
大
人
と
称
す
。
古
の
聖
人
は
、
そ
の
道
は
神
の
領
域
に
必
ず
入
る
が
、（
神
人
と
言
わ
ず
）
聖
人
と
称
す
る
に
止
ま

る
の
は
、
そ
の
道
が
虚
無
寂
寞
で
不
可
視
の
場
に
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
仮
に
人
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
徳
で
あ
る
。
そ
の

た
め
人
の
道
は
神
で
あ
る
が
、
神
と
名
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
徳
と
名
づ
け
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
神
は
至
高
で
あ
る
が
、

（
神
か
ら
一
段
階
下
が
っ
た
）
聖
で
な
け
れ
ば
顕
れ
な
い
。
聖
は
顕
れ
る
が
、（
聖
か
ら
一
段
階
下
が
っ
た
）
大
で
な
け
れ
ば
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形
を
な
さ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
三
者
は
す
べ
て
聖
人
の
名
称
で
あ
る
が
、
称
す
る
と
こ
ろ
が
同
じ
で
な
い
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
指
す
と
こ
ろ
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

（『
孟
子
』
曰
、「
充
実
而
有
光
輝
之
謂
大
、
大
而
化
之
之
謂
聖
、
聖
而
不
可
知
之
之
謂
神
」。
夫
此
三
者
皆
聖
人
之
名
、
而
所

以
称
之
之
不
同
者
、
所
指
異
也
。
由
其
道
而
言
謂
之
神
、
由
其
徳
而
言
謂
之
聖
、
由
其
事
業
而
言
謂
之
大
人
。
古
之
聖
人
、

其
道
未
嘗
不
入
於
神
、
而
其
所
称
止
乎
聖
人
者
、
以
其
道
存
乎
虚
無
寂
寞
不
可
見
之
間
。
苟
存
乎
人
、
則
所
謂
徳
也
。
是
以

人
之
道
雖
神
、
而
不
得
以
神
自
名
、
名
乎
其
徳
而
已
。
夫
神
雖
至
矣
、
不
聖
則
不
顕
。
聖
雖
顕
矣
、
不
大
則
不
形
。
故
曰
此

三
者
皆
聖
人
之
名
、
而
所
以
称
之
之
不
同
者
、
所
指
異
也
。）（「
大
人
論
」、『
文
集
』
六
六
）

『
孟
子
』
尽
心
下
の
六
段
階
の
う
ち
、
王
安
石
は
高
位
の
三
段
階
を
取
り
上
げ
て
、「
大
・
聖
・
神
」
は
す
べ
て
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
聖
人
の
名
称
と
す
る
。
最
高
位
で
あ
る
「
神
」
は
「
入
於
神
」、
す
な
わ
ち
『
易
』
繋
辞
下
伝
の
「
精
義
入
神
以
致
用

也
」
を
典
拠
と
し
、
人
智
を
超
越
し
た
至
高
の
境
地
を
示
す
。「
神
」
の
説
明
と
し
て
付
さ
れ
る
「
虚
無
寂
寞
不
可
見
之
間
」
は
、

『
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
易
無
思
也
、
無
為
也
、
寂
然
不
動
」
を
踏
ま
え
る
句
で
、
道
の
窮
極
的
な
状
態
を
言
う
。
安
石
が
「
大
・

聖
・
神
」
を
抜
出
す
る
の
は
、
単
に
聖
人
に
三
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
た
め
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
聖
人
の
「
神
」
と

い
う
不
可
視
的
で
最
も
精
妙
な
様
態
が
、「
聖
（
人
）」
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
な
け
れ
ば
形
而
下
に
は
顕
現
で
き
ず
、
ま

た
人
が
実
際
に
受
益
で
き
る
よ
う
具
現
化
す
る
た
め
に
は
「
大
（
人
）」
と
い
う
か
た
ち
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
よ
る（

（4
（

。

「
神
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
道
家
と
親
和
性
の
高
い
概
念
で
あ
る
が
、
王
学
に
お
い
て
も
「
夫
道
極
致
則
妙
、
妙
則
神
、
神
則
無

為
而
已
」（『
新
伝
』
一
）
と
、
究
極
の
境
地
で
道
が
一
致
す
る
根
拠
と
し
て
引
証
さ
れ
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
「
善
」
に
つ
い

て
は
、
王
雱
が
『
荘
子
』
外
物
篇
「
去
善
而
自
善
矣
」
の
注
釈
に
『
孟
子
』「
可
欲
之
謂
善
」
を
引
い
て
、「
夫
善
者
、
可
欲
也
。

有
可
欲
則
善
所
以
明
也
、
無
可
欲
則
善
所
以
善
也
」（『
新
伝
』
一
五
）
と
説
く
よ
う
に
、
追
求
す
べ
き
で
な
い
世
俗
的
な
価
値
と
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見
な
さ
れ
る
。
同
じ
く
林
自
も
、「
荘
子
欲
人
忘
其
外
好
、
充
其
自
然
之
理
、
而
不
見
『
可
欲
』
之
善
也
」（『
纂
微
』
二
九
）
と
、

荘
子
は
『
孟
子
』
で
説
か
れ
る
よ
う
な
人
が
求
め
る
欲
と
し
て
の
善
を
問
題
と
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
言
う
な
れ
ば
、「
善
」
は

道
の
初
歩
的
段
階
で
あ
り
、
聖
人
が
語
る
べ
き
対
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
六
段
階
論
は
王
学
に
散
見
さ
れ
る
所
説
で
あ
り
、
王
学
の
孟
子
関
連
の
言
説
に
お
い
て
そ
の
頻
出
度
合
は
恐
ら
く
五
指
に

入
る
。
例
え
ば
、
王
雱
は
「
然
徳
之
所
以
充
実
、
則
美
大
具
矣
。
美
大
具
而
従
之
者
衆
、
所
謂
大
而
化
之
矣
。
此
仲
尼
所
以
称
之

為
聖
人
也
。
夫
聖
人
、
非
聖
人
不
能
以
明
之
。
此
荘
子
所
以
託
問
於
仲
尼
」（『
新
伝
』
四
）
と
、
ほ
ぼ
『
孟
子
』
の
所
説
を
引
用

し
て
、
孔
子
を
聖
人
と
す
る
。
呂
恵
卿
は
、「
神
降
則
聖
之
所
生
、
明
出
則
王
之
所
成
。
…
…
精
所
以
入
神
、
不
真
則
不
至
、
聖

人
則
全
天
体
神
之
至
者
。
故
統
道
徳
而
兆
変
化
。
此
即
神
降
而
為
聖
也
」（『
纂
微
』
一
〇
三
）
と
、「
神
」
と
「
聖
」
と
の
関
係

を
説
く
。
陳
祥
道
は
「
然
堯
・
舜
一
道
也
。
堯
行
天
道
而
所
言
者
人
、
舜
行
人
道
而
所
言
者
天
。
行
天
而
合
乎
人
。
故
其
徳
止
於

充
実
之
美
。
行
人
而
合
乎
天
。
故
其
功
帰
於
光
輝
之
大
」（『
纂
微
』
四
二
）
と
、
堯
と
舜
に
そ
れ
ぞ
れ
「
美
」
と
「
大
」
を
当
て

は
め
る
。
王
学
の
中
で
も
最
も
安
石
の
見
解
を
忠
実
に
踏
襲
す
る
の
は
林
自
で
あ
り
、『
荘
子
』
天
地
篇
の
「
聖
治
」「
徳
人
」

「
神
人
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
大
・
聖
・
神
」
を
嵌
め
込
み
、「
其
実
皆
聖
人
之
事
」（
以
上
、『
纂
微
』
三
八
）
と
安
石
「
大
人
論
」
に

寄
せ
た
注
釈
を
す
る（

（4
（

。
こ
の
神
に
つ
い
て
は
、
王
雱
が
「
神
人
者
、
言
乎
其
道
也
。
神
人
鼓
舞
万
物
而
不
与
聖
同
憂
、
万
物
所
以

自
帰
矣
。
…
…
真
人
者
、
言
其
性
也
。
真
人
不
与
万
物
相
親
疎
、
任
於
自
得
而
守
於
純
気
」（『
新
伝
』
一
三
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、

神
人
・
真
人
は
道
や
性
と
い
う
形
而
上
的
境
地
と
し
て
、
特
に
真
人
は
「
夫
真
人
者
、
其
性
内
直
而
不
仮
於
物
也
」（
同
上
）
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
的
な
性
の
内
側
か
ら
外
界
へ
関
与
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。
林
自
は
そ
の
よ
う
な
性
が
「
静
」

を
保
つ
原
初
的
な
状
態
と
「
善
」
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

聖
人
の
「
静
」
は
「
動
」
の
対
で
は
な
く
、
世
に
言
わ
れ
る
「
静
」
で
も
な
い
。「
善
」
は
い
わ
ゆ
る
「
性
」
で
あ
り
、
そ
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の
道
を
継
ぐ
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
善
で
あ
る
。
そ
の
道
を
成
す
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
性
で
あ
る
。「
性
」
と
は
命
が
自
分
に

あ
る
こ
と
で
あ
り
、
静
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
た
だ
世
人
は
こ
れ
に
与
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
心
を
物
に
向
か
わ
せ
、
性

を
失
う
の
で
あ
る
。
た
だ
聖
人
は
物
に
心
を
乱
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
静
を
保
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

（
聖
人
之
「
静
」
不
為
「
動
」
対
、
非
世
所
謂
「
静
」
也
。「
善
」
即
所
謂
「
性
」、
自
其
継
道
以
言
、
則
善
也
。
自
其
成
之

者
言
、
則
性
也
。「
性
」
者
、
命
之
在
我
、
未
嘗
不
静
。
而
世
人
所
以
不
得
与
於
此
者
、
以
其
心
逐
物
、
所
以
失
之
。
唯
聖

人
不
以
物
撓
心
、
所
以
能
静
也（

（4
（

。）（『
纂
微
』
四
〇
）

こ
の
「
性
」
と
「
善
」
と
の
関
係
は
、『
易
』
繫
辞
上
伝
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
繼
之
者
善
也
、
成
之
者
性
也
。
仁
者
見
之
謂

之
仁
。
知
者
見
之
謂
之
知
。
百
姓
日
用
而
不
知
。
故
君
子
之
道
鮮
矣
」
に
よ
る
。
王
安
石
も
、「
蓋
継
道
莫
如
善
、
守
善
莫
如
仁
。

仁
之
施
自
父
子
始
、
積
善
而
充
之
以
至
於
聖
、
而
不
可
知
之
謂
神
。
推
仁
而
上
之
以
至
於
聖
人
之
於
天
道
。
此
学
者
之
所
当
以
為

事
也
」（「
太
平
州
新
学
記
」、『
文
集
』
八
二
）
と
『
孟
子
』
六
段
階
論
を
絡
め
て
説
く
が
、
こ
こ
で
の
「
善
」
は
「
学
者
」
す
な

わ
ち
学
ぶ
者
に
向
け
た
『
孟
子
』
六
段
階
論
の
「
善
」
で
、
右
引
用
は
そ
れ
と
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
林
自
の
解
釈
は
、『
易
』

に
寄
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
龔
原
も
「
継
之
者
、
善
也
。
成
之
者
、
性
也
。
言
道
以
陰
陽
為
体
、
而
其
用
則
在
善
、
其
復
則
在

性
。
故
道
譬
則
祖
、
善
譬
則
宗
。
道
譬
則
父
、
善
譬
則
子
。
言
継
此
而
有
生
也
。
継
此
而
有
生
、
必
有
成
之
者
矣
。
成
之
者
、
終

始
之
辞
。
…
… 

善
以
性
為
体
、
性
以
善
為
用 

。
善
者
、
可
欲
之
名
也
。
性
者
、
可
成
之
実
也
。」（『
周
易
新
講
義
』
繋
辞
上
注
）

と
注
釈
を
す
る
よ
う
に
、
至
高
善
と
し
て
の
善
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
善
」
と
は
、
本
章
冒
頭

で
引
用
し
た
王
安
石
の
『
礼
記
』「
中
庸
」
注
の
「
中
人
之
性
」
と
は
区
別
さ
れ
る
、
人
智
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
善
の
こ
と

を
言
う
の
で
あ
る
。
性
そ
の
も
の
は
明
か
に
で
き
な
い
が
、
そ
の
性
を
明
か
に
し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
人
が
準
則
す
べ
き

法
に
依
拠
す
る
。
す
な
わ
ち
、
性
は
人
が
準
拠
す
べ
き
準
則
で
あ
る
の
な
ら
、
性
は
自
ず
と
善
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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そ
の
性
に
従
っ
て
い
け
ば
、「
五
常
の
道
」
は
明
か
と
な
る
。
そ
こ
で
、「
賢
者
尽
誠
以
立
性
者
也
。
聖
人
尽
性
以
至
誠
者
也
」

（「
礼
楽
論
」）
と
い
う
、
賢
人
の
「
立
性
」
に
対
し
て
聖
人
に
よ
る
「
尽
性
」
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
礼
楽
論
」
は

『
礼
記
』「
中
庸
」「
誠
者
天
之
道
也
。
誠
之
者
人
之
道
也
。
誠
者
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
從
容
中
道
聖
人
也
。
誠
之
者
択
善
而

固
執
之
者
也
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
が
、
聖
人
に
よ
る
「
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
」
と
い
う
生
来
の
作
為
の
な
い
絶
対
的
な
善

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
下
達
し
え
な
い
不
可
知
的
な
性
は
、
王
雱
も
「
大
而
化
之
之
謂
聖
、
聖
而
不
可
知
之
之
謂
神
。

且
為
臣
助
上
而
可
以
利
人
者
之
謂
賢
、
上
可
以
君
於
国
、
下
可
以
子
於
民
者
謂
君
子
、
性
下
達
而
不
可
及
於
君
子
者
謂
小
人
。
神

則
不
与
聖
同
憂
、
聖
則
不
与
賢
同
道
。
君
子
与
小
人
不
同
徳
。
故
聖
人
起
而
応
於
変
、
則
神
人
固
不
問
之
矣
。
賢
人
仕
而
済
於
世
、

聖
人
亦
不
問
之
矣
。
君
子
出
而
方
有
為
、
則
賢
人
亦
不
問
之
矣
。
小
人
苟
合
於
一
時
、
則
君
子
亦
不
問
之
矣
」（『
新
伝
』
一
五
）

と
、『
孟
子
』
六
段
階
論
に
拠
っ
て
賢
人
や
小
人
と
は
線
引
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。

林
自
は
聖
人
に
よ
る
理
想
的
な
為
政
を
こ
う
述
べ
る
。

古
代
は
聖
人
が
天
下
を
治
め
、
民
に
特
段
何
も
さ
せ
ず
、
万
物
は
皆
そ
の
性
を
全
う
し
て
い
た
。
ど
う
し
て
法
度
に
疲
弊
し

て
ほ
か
の
こ
と
を
治
め
た
だ
ろ
う
か
。
聖
人
は
民
や
万
物
の
性
に
順
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
…
…
民
に
は
常
性
が
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
分
を
尽
さ
せ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
ど
う
し
て
常
法
や
制
度
を
作
っ
て
、
そ
の
常
性
に
逆
ら
っ
て
乱
す
必
要
が

あ
ろ
う
か
。

（
古
者
聖
人
治
天
下
、
使
民
各
安
居
、
物
皆
遂
性
。
何
弊
弊
於
法
度
以
治
外
哉
。
言
聖
人
順
民
物
之
性
…
…
民
有
常
性
、
使

之
尽
分
而
已
。
何
必
作
為
経
式
義
度
、
以
払
乱
其
常
性
哉
。）（『
纂
微
』
二
〇
）

「
安
居
」
は
『
孟
子
』
縢
文
公
下
の
語
で
特
に
何
も
せ
ず
じ
っ
と
し
て
い
る
様
、「
払
乱
」
は
同
じ
く
『
孟
子
』
告
子
下
の
語
。
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無
論
、
聖
人
は
為
政
に
無
関
心
で
は
な
い
が
、
そ
の
関
与
は
万
物
が
自
然
に
生
育
す
る
よ
う
に
民
性
を
育
む
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
聖
人
は
「
惟
聖
人
明
其
物
之
性
分
、
而
不
議
不
弁
、
所
以
能
冥
其
極
也
」（『
新
伝
』
二
）
と
い
う
、
性
を
語
ら
な
い
態
度
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
性
を
作
為
か
ら
守
る
べ
き
と
の
主
張
は
、
林
自
が
「
仁
義
本
於
人
之
情
性
。
今
且
擢
徳
塞
性
以
為
仁
義
、
非
出

自
然
。
故
荘
子
意
其
非
人
情
。
…
…
古
人
所
以
行
仁
義
者
、
自
其
本
性
而
充
之
。
後
世
乃
徇
仁
義
之
迹
、
入
人
為
之
偽
。
故
但
見

其
多
憂
耳
」（『
纂
微
』
二
四
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
荘
子
も
儒
家
の
聖
人
や
孟
子
と
同
じ
く
、
自
然
的
本
性
を
拡
充
す
べ
き
と

の
思
想
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
証
左
と
言
え
よ
う
。

四
　
結
び
に
か
え
て

道
学
は
心
性
論
を
軸
に
孔
孟
を
称
揚
し
、
各
種
の
修
養
論
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
幅
広
い
支
持
を
獲
得
し
た
こ
と
は
贅

言
を
要
し
な
い
。
他
方
で
そ
れ
に
先
行
し
て
思
想
界
の
主
流
で
あ
っ
た
王
学
は
、
皇
帝
と
宰
相
を
は
じ
め
と
し
た
臣
下
と
の
君
臣

関
係
を
重
視
す
る
一
方
で
、
朝
廷
に
直
接
関
与
で
き
な
い
大
多
数
の
士
人
層
に
対
し
て
は
有
効
な
工
夫
論
を
提
示
し
得
な
か
っ
た
。

こ
の
士
人
の
受
容
の
差
異
が
両
者
の
盛
衰
を
分
け
る
決
定
的
な
分
水
嶺
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
支
持
や
賛

意
を
勝
ち
得
な
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
王
学
の
思
想
的
価
値
が
減
ず
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
王
学
は
如
上
の
考
察
の
如
く
、
性

説
に
お
い
て
そ
れ
以
前
に
も
以
後
に
も
類
す
る
も
の
が
な
い
、
独
自
の
解
釈
を
提
示
し
た
。
そ
の
例
と
し
て
王
雱
は
、「
人
之
心
、

処
於
至
虚
之
地
、
而
居
於
杳
寂
之
際
、
不
可
以
智
度
而
已
。
…
…
天
之
用
所
期
必
至
、
而
可
以
知
。
心
之
用
所
為
難
副
（
四
庫
本

は
「
測
」
に
作
る
）、
而
不
可
知
。
此
孔
子
之
深
歎
也
」（『
新
伝
』
一
九
）
と
、
人
心
は
人
智
で
分
析
不
可
能
な
「
至
虚
」「
杳
寂
」

で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
こ
と
は
、
孔
孟
と
併
せ
て
老
荘
を
徹
底
的
に
読
み
込
ん
だ
成
果
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ

ち
、
深
遠
な
心
の
分
析
と
い
う
方
向
で
は
な
く
、
そ
の
動
態
、
具
体
的
に
は
政
治
の
領
域
に
お
い
て
心
性
を
い
か
に
活
用
す
る
か
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に
重
点
を
置
い
た
こ
と
も
、
ひ
と
つ
の
政
治
思
想
的
な
智
慧
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
稿
で
は
王
学
老
荘
注
を
考
慮
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
呂
恵
卿
や
陳
祥
道
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
上
取
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
王
学
の
性
説
に
つ
い
て
は
孟
子
と
の
関
係
に
限
ら
ず
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
分
析
す
べ
き
余

地
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
差
し
当
た
り
こ
こ
で
擱
筆
し
た
い
。

凡
例

・�

王
安
石
の
文
集
は
『
臨
川
先
生
文
集
』（
王
水
照
主
編
『
王
安
石
全
集
』
第
五
～
七
冊
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
を
底
本
と
し
、
適
宜
、

同
『
臨
川
先
生
文
集
』（
景
上
海
涵
芬
樓
藏
明
刊
本
（
四
部
叢
刊
本
）、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
九
年
）、
同
『
王
文
公
文
集
』（
龍
舒
本
、
上
下
、

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）
等
を
参
照
し
た
。

・�

王
安
石
の
老
荘
注
は
『
老
子
注
』（
王
水
照
主
編
『
王
安
石
全
集
』
第
四
冊
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
を
底
本
と
し
た
。
た
だ
し
、
一
部

注
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
に
従
わ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

・�

王
雱
の
老
荘
注
は
『
老
子
訓
伝
』（
本
文
で
は
王
雱
『
老
荘
注
』
と
表
記
す
る
）、『
南
華
真
経
新
伝
』（
王
水
照
主
編
『
王
安
石
全
集
』
第
九
冊
、
復

旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
を
底
本
と
し
た
。

・
林
自
の
荘
子
注
は
『
南
華
真
経
義
海
纂
微
』（
褚
伯
秀
撰
『
荘
子
義
海
纂
微
』
上
下
冊
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
を
底
本
と
し
た
。

・
本
論
で
頻
繁
に
引
用
す
る
資
料
は
（　

）
内
の
略
称
を
用
い
る
。

　

王
安
石
『
臨
川
先
生
文
集
』（『
文
集
』）

　

王
雱
『
南
華
真
経
新
伝
』（『
新
伝
』）

　

褚
伯
秀
『
南
華
真
経
義
海
纂
微
』（『
纂
微
』）

　

李
燾
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』（『
長
編
』）

・
正
字
（
旧
字
）
体
は
一
部
を
除
き
新
字
体
に
改
め
て
表
記
す
る
。

・
テ
キ
ス
ト
の
巻
数
に
つ
い
て
は
、
数
字
の
み
表
記
す
る
。
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注（
1
）		

『
郡
斎
読
書
後
志
』
巻
二
に
「
王
氏
雑
説
」
十
巻
と
あ
り
、
そ
の
解
説
文
に
、「
初
著
『
雑
説
』
数
万
言
、
世
謂
其
言
与
孟
軻
相
上
下
、
於
是

天
下
之
士
始
原
道
徳
之
意
、
窺
性
命
之
端
」
と
あ
る
。
ま
た
全
祖
望
『
宋
元
学
案
』
に
も
、「
荊
公
『
淮
南
雑
説
』
初
出
、
見
者
以
為
『
孟
子
』」

（
九
八
、「
荊
公
新
学
略
序
録
」）
と
、
当
該
書
と
『
孟
子
』
と
の
関
係
を
言
う
。
陳
植
鍔
氏
は
『
淮
南
雑
説
』
の
刊
行
を
慶
暦
二
年
か
ら
五
年
の
間

と
し
、
同
書
の
特
色
と
し
て
、
①
王
安
石
最
初
期
の
著
作
で
あ
り
、
嘉
祐
二
年
前
後
に
す
で
に
世
の
学
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
②
『
雑
説
』

の
正
式
名
称
は
『
淮
南
雑
説
』
で
あ
る
。
③
『
淮
南
雑
説
』
は
『
孟
子
』
と
類
似
す
る
と
評
さ
れ
、
関
心
の
方
面
は
洛
学
（
道
学
）
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
、
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。『
北
宋
文
化
史
述
論
』 （
中
華
書
局
、
二
〇
一
九
年
）
二
二
八
頁
）。

（
2
）		

王
安
石
に
よ
る
科
挙
改
制
に
つ
い
て
は
、
近
藤
一
成
「
王
安
石
の
科
挙
改
革
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
洋
史
研
究
会
『
東
洋
史
研
究
』
四
六
巻
三
号
、

一
九
八
七
年
）
に
詳
し
い
。

（
3
）		

小
島
毅
氏
は
「
現
存
す
る
王
安
石
学
派
の
経
解
」
と
し
て
、「
易
」、「
詩
」、「
礼
」、「
楽
」、「
春
秋
」、「
論
語
」
の
各
注
釈
を
挙
げ
る
。「
天
を

観
て
民
に
示
す
―
王
安
石
学
派
易
学
初
探
」、『「
清
明
上
河
図
」
と
徽
宗
の
時
代
―
そ
し
て
輝
き
の
残
照
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
一
六
八

頁
）。

（
4
）		

王
学
関
連
の
代
表
的
な
拾
遺
集
と
し
て
は
、
程
元
敏
『
三
経
新
義
輯
考
彙
評
（
一
）
―
尚
書
』（
台
湾
国
立
編
訳
館
、
民
国
七
十
五
（
一
九
八
六
）

年
）（
＝
王
水
照
主
編
『
王
安
石
全
集
』
第
二
冊
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）、
同
『
三
経
新
義
輯
考
彙
評
（
二
）
―
詩
経
』（
台
湾
国
立

編
訳
館
、
民
国
七
十
五
（
一
九
八
六
）
年
）（
＝
王
水
照
主
編
『
王
安
石
全
集
』
第
二
冊
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）、
程
元
敏
『
三
経

新
義
輯
考
彙
評
（
三
）
―
周
礼
（
上
・
下
）』（
台
湾
国
立
編
訳
館
、
民
国
七
十
六
（
一
九
八
七
）
年
）（
＝
王
水
照
主
編
『
王
安
石
全
集
』
第
三

冊
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）、
邱
漢
生
輯
校
『
詩
義
鉤
沈
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）、
蒙
文
通
『
道
書
輯
校
十
種
』（
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
一
年
）、
張
宗
祥
輯
録
、
曽
錦
炎
『
王
安
石
《
字
説
》
輯
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
等
が
あ
る
。
近
年
刊
行
さ
れ
た
王
水
照

主
編
『
王
安
石
全
集
』
全
十
冊
は
こ
れ
ま
で
の
拾
遺
の
業
績
を
聚
合
さ
せ
た
も
の
で
、
便
利
で
あ
る
。
た
だ
、
孟
子
に
関
し
て
は
ま
と
ま
っ
た
逸

文
収
集
は
未
だ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
島
毅
氏
が
陳
暘
『
楽
書
』
所
収
の
「
孟
子
訓
義
」
か
ら
孟
子
の
引
用
お
よ
び
そ
の
解
釈
を
数
条
載
せ
て
い

る
。
金
培
懿
訳
「
新
学
再
考
―
《
孟
子
》
的
経
書
化
与
《
礼
》
学
」（
蒋
秋
華
、
馮
驍
庭
主
編
『
宋
代
経
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
中
央
研
究
院
中

国
文
哲
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）
四
一
六
～
四
一
七
頁
。

（
5
）		

王
安
石
は
い
わ
ゆ
る
「
吏
士
合
一
策
」
の
一
環
と
し
て
宰
相
の
補
佐
官
役
で
あ
る
中
書
検
正
官
を
設
置
し
、
将
来
の
配
下
を
養
成
す
べ
く
有
為
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の
人
材
を
積
極
的
に
プ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
上
意
下
達
型
の
官
僚
機
構
を
画
策
し
た
こ
と
は
、
熊
本
崇
「
中
書
検
正
官
―
王
安
石
政
権
の
に
な
い

て
た
ち
―
」（
東
洋
史
研
究
会
『
東
洋
史
研
究
』
第
47
巻
第
1
号
、
一
九
八
八
年
）
を
参
照
。

（
6
）		
井
澤
耕
一
氏
も
元
豊
配
享
と
い
う
国
家
的
尊
崇
を
、
蔡
確
・
章
惇
ら
新
法
擁
護
派
が
政
権
の
中
枢
に
い
た
こ
と
と
朱
熹
の
こ
の
言
を
論
拠
に
、

安
石
の
考
え
を
反
映
し
た
も
の
と
み
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
の
根
拠
は
特
に
提
示
し
て
い
な
い
。「
王
安
石
『
老
子
』
注
初
探
」（
関
西
大
学
中
国

文
学
会
『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
十
五
号
、
一
九
九
四
年
）
七
一
～
七
二
頁
。

（
7
）		

近
藤
上
掲
論
文
一
三
五
頁　

実
は
、
近
藤
氏
が
上
掲
論
文
中
に
挙
げ
て
い
る
が
、
特
に
孟
子
配
享
を
示
す
論
拠
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
近
藤
氏
は
別
稿
（「『
孟
子
』
の
経
書
的
定
立
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て
」
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
『
東
洋
研
究
』
第
一
三
八
号
、

二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
高
宗
が
孟
子
尊
崇
及
び
経
書
化
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
主
張
す
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
近
藤
氏
が
経

書
定
立
の
最
大
要
因
を
皇
帝
に
よ
る
意
向
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。
王
安
石
の
科
挙
改
革
や
朱
熹
に
よ
る
『
四
書
』
編
纂
を
経
書
化
の
主
要
因
と
み

る
よ
う
な
通
説
に
対
し
、
そ
れ
以
上
に
皇
帝
の
力
が
よ
り
強
く
働
い
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
氏
の
指
摘
は
卓
見
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
経
書
化
に

お
け
る
皇
帝
の
意
向
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
力
に
働
く
の
で
あ
れ
ば
、
王
安
石
と
協
働
で
新
法
改
革
を
推
進
し
た
神
宗
も
考
察
の
対
象
に
含
め
る

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
氏
も
同
論
文
中
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
神
宗
か
ら
急
に
孟
子
顕
彰
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
北
宋
初
期
か
ら
す

で
に
真
宗
に
よ
っ
て
孟
子
尊
崇
の
思
潮
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
結
実
と
し
て
神
宗
・
王
安
石
の
科
挙
改
制
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
孟
子
経
書
化
は
北
宋
初
期
か
ら
徐
々
に
そ
の
機
運
が
生
じ
、
神
宗
と
王
安
石
に
よ
っ
て
『
孟
子
』
の
王
道
政
治
を

理
論
的
支
柱
と
し
て
新
法
改
革
を
実
施
し
、『
論
語
』
と
の
「
兼
経
」
と
い
う
か
た
ち
で
経
書
化
し
た
。
続
く
元
豊
期
に
は
配
享
制
度
に
よ
っ
て
孟

子
の
権
威
は
確
た
る
も
の
と
な
り
、
宋
室
の
南
渡
を
経
て
、
高
宗
の
孟
子
尊
崇
、
朱
熹
に
よ
る
『
四
書
』
編
纂
・
道
学
に
よ
る
孟
子
顕
彰
が
決
定

打
と
な
っ
て
経
書
化
を
果
た
し
た
と
い
う
、
一
連
の
流
れ
を
と
る
の
で
あ
り
、
あ
る
一
時
期
を
も
っ
て
経
書
化
を
果
た
し
た
と
は
言
い
難
い
の
で

あ
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
高
宗
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
や
は
り
神
宗
と
王
安
石
の
孟
子
尊
崇
が
経
書
化
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
と
み
な
す
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
8
）		

近
藤
一
成
上
掲
論
文
注
（
一
一
）、
四
四
頁
。

（
9
）		

神
宗
と
王
安
石
に
よ
る
君
臣
協
働
に
よ
っ
て
確
立
し
た
「
国
是
」
が
、
そ
の
後
、
そ
れ
の
奪
い
合
い
と
定
着
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
皇
権
と
士
大

夫
勢
力
と
の
政
権
が
交
替
し
て
い
く
政
治
状
況
に
つ
い
て
は
、
余
英
時
『
朱
熹
的
歴
史
世
界
』（
允
晨
文
化
実
業
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
三
年
。

三
聯
書
店
版
は
二
〇
〇
四
年
出
版
）
に
詳
し
い
。
当
該
書
の
書
評
で
あ
る
土
田
健
次
郎
「
宋
代
士
大
夫
の
営
為
は
い
か
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
か
―
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余
英
時
『
朱
熹
的
歴
史
世
界
―
宋
代
士
大
夫
政
治
文
化
的
研
究
―
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
中
国
社
会
文
化
学
会
『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
第
二
十
四

号
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
余
氏
の
大
著
の
要
点
を
簡
便
に
整
理
し
、
且
つ
課
題
点
を
知
る
上
で
有
益
で
あ
る
。
余
氏
の
国
是
論
に
お
け
る
問
題
点

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
国
是
」
再
考
：
神
宗
と
王
安
石
を
中
心
に
」（
日
本
儒
教
学
会
『
日
本
儒
教
学
会
報
』
第
四
号
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

（
10
）		
哲
宗
期
の
紹
聖
二
（
一
〇
九
五
）
年
、
龔
原
の
請
願
に
よ
っ
て
王
雱
『
孟
子
義
』
が
国
子
監
で
頒
行
さ
れ
た
。
清
・
徐
松
『
宋
会
要
輯
稿
』
五

之
二
七
、『
宋
史
』
三
五
三
「
龔
原
伝
」。
龔
原
の
主
著
で
あ
る
『
周
易
新
講
義
』
に
つ
い
て
は
、
小
島
毅
「
天
を
観
て
民
に
示
す
―
王
安
石
学
派

易
学
初
探
」（
伊
原
弘
編
『「
清
明
上
河
図
」
と
徽
宗
の
時
代
―
そ
し
て
輝
き
の
残
照
』
勉
誠
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
お
よ
び
同
氏
「
龔
原
『
周

易
新
講
義
』
に
つ
い
て
」（
東
方
学
会
『
東
方
学
』
一
二
九
輯
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
11
）		

蔡
卞
に
つ
い
て
は
、
安
石
の
娘
婿
で
あ
り
、
任
伯
雨
（
一
〇
四
七
～
一
一
一
九
、一
説
に
は
伯
雨
で
は
な
く
陳
瓘
（
一
〇
六
〇
～
一
一
二
四
））

に
よ
る
蔡
卞
論
駁
の
た
め
の
上
奏
文
に
も
、「
其
意
以
謂
深
得
安
石
之
道
者
唯
我
一
人
」（
黄
准
、
楊
士
奇
編
『
歴
代
名
臣
奏
議
』
一
八
一
）
と
あ

る
よ
う
に
、
安
石
の
学
の
継
承
者
を
自
任
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
学
術
的
評
価
に
つ
い
て
は
、
蔡
卞
『
毛
詩
名
物
解
』
は
陸
佃

の
『
埤
雅
』
を
下
敷
き
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
楊
晋
龍
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
蔡
卞
『
毛
詩
名
物
解
』
は
必
ず
し
も
陸
佃
『
埤

雅
』
に
劣
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
両
者
の
詩
経
の
名
物
注
を
比
較
し
た
場
合
、
蔡
卞
が
陸
注
を
参
考
に
し
引
用
す
る
箇
所
も
少
な
く
な
く
、

適
宜
取
捨
選
択
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
両
者
と
も
『
毛
詩
正
義
』
の
鄭
玄
説
を
批
判
対
象
と
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
（
以
上
、「
陸
佃
与

蔡
卞
的
詩
経
学
概
念
与
相
関
解
説
之
比
較
研
究
」（
蒋
秋
華
、
馮
驍
庭
主
編
『
宋
代
経
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
、

二
〇
〇
六
年
）「
結
語
」）
が
、
陸
佃
の
詩
経
学
の
方
が
よ
り
多
元
的
で
あ
る
と
い
う
（
同
書
二
九
二
頁
）。
両
者
の
師
で
あ
る
王
安
石
と
の
関
係

か
ら
両
者
に
つ
い
て
私
見
を
披
瀝
す
れ
ば
、
そ
の
『
字
説
』
の
扱
い
に
王
学
継
承
者
と
し
て
の
資
質
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
天
」

「
地
」
の
『
字
説
』
で
は
、
王
安
石
は
「
示
之
字
従
二
従
小
、
則
以
有
所
示
故
也
。
效
灋
之
謂
坤
、
言
有
所
示
也
。
有
所
示
則
二
而
小
矣
。
故
天
従

一
従
大
、
示
従
二
従
小
。
従
二
従
小
為
示
、
而
従
一
従
大
不
為
神
者
神
無
体
也
、
則
不
可
以
言
大
。
神
無
数
也
、
則
不
可
言
一
。
有
所
示
則
二
而

小
、
而
神
亦
従
示
者
、
神
妙
万
物
而
為
言
、
固
為
其
能
大
能
小
、
不
能
有
所
示
、
非
所
以
為
神
」（『
周
礼
義
』
天
官
大
宰
注
）
あ
る
い
は
、「
天
示

一
而
大
者
天
也
。
二
而
小
者
示
也
。
又
曰
、
天
得
一
而
大
、
地
得
一
而
小
」（
楊
時
「
王
氏
字
説
辨
」、『
亀
山
集
』
七
）
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
蔡
卞

は
安
石
の
説
を
採
ら
ず
、「
無
為
而
在
上
、
一
而
大
者
天
」（「
天
命
帝
命
解
」、『
毛
詩
名
物
解
』
一
六
）
と
、『
説
文
解
字
』
を
な
ぞ
る
の
み
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
陸
佃
は
「
天
之
所
以
異
乎
万
物
者
抱
一
而
已
。『
字
解
』
曰
、
一
而
大
者
天
也
。
二
而
小
者
示
也
」（『
鶡
冠
子
』
天
則
注
）
と
、

『
字
解
』、
す
な
わ
ち
『
字
説
』
か
ら
の
引
用
を
載
せ
る
。
ま
た
、
王
学
門
下
で
は
な
い
が
安
石
の
学
を
継
承
す
る
と
さ
れ
る
黄
裳
（
一
〇
四
四
～
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一
一
三
〇
）
は
、「
不
及
大
示
者
、
以
見
地
示
二
而
小
。
故
特
挙
小
者
、
以
見
其
大
焉
。
以
禋
礼
祀
昊
天
上
帝
而
已
」（「
雑
説
」、『
演
山
先
生
文
集
』

五
八
）
と
安
石
の
『
字
説
』
を
克
明
に
な
ぞ
る
。
黄
裳
に
よ
る
王
安
石
の
学
の
踏
襲
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
黄
裳
の
周
礼
思
想
―
王
安
石
『
周
礼

義
』
の
継
承
を
中
心
と
し
て
―
」（
日
本
中
国
学
会
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
九
集
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
陸
佃
と
蔡
卞
を
め
ぐ
る
王
学

の
詩
経
学
に
つ
い
て
は
今
後
よ
り
詳
細
な
検
討
が
待
た
れ
る
が
、
安
石
の
学
の
継
承
と
い
う
面
で
は
『
字
説
』
の
使
用
か
ら
み
て
、
陸
佃
の
方
が

よ
り
師
に
忠
実
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

（
12
）		

最
終
的
に
王
安
石
配
享
を
画
策
し
、
一
時
期
そ
れ
に
成
功
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
井
澤
耕
一
「
王
安
石
学
派
の
興
隆
と
衰
退
―
蔡
卞
と
秦
檜

―
」（
日
本
中
国
学
会
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
井
澤
氏
は
特
に
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
蔡
卞
の
関

与
が
疑
わ
れ
る
王
安
石
の
配
享
に
お
い
て
、
孔
子
・
顔
回
の
次
席
に
変
化
は
な
い
が
、
孟
子
の
降
格
と
入
れ
替
え
る
か
た
ち
で
王
安
石
に
異
例
の

礼
遇
を
与
え
た
こ
と
の
意
味
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大
胆
不
敵
な
策
略
か
ら
は
、
蔡
兄
弟
に
孟
子
尊
崇
の
姿
勢
は
認
め
ら
れ
ず
、
元
豊

期
の
孟
子
配
享
時
点
で
す
で
に
孟
子
よ
り
も
王
安
石
の
尊
崇
を
最
終
的
な
目
的
と
し
て
い
た
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
。

（
13
）		

「
為
司
業
時
、
請
以
安
石
所
撰
『
字
説
』、『
洪
範
伝
』
及
子
雱
『
論
語
孟
子
義
』
刊
板
伝
学
者
。
故
一
時
学
校
挙
子
之
文
、
靡
然
従
之
、
其
敝
自

原
始
」（『
宋
史
』
三
五
三
）。

（
14
）		

「『
孟
子
』
の
北
宋
を
読
み
解
く
」（
田
中
正
樹
編
『
中
国
古
典
学
の
再
構
築
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
一
八
五
～
一
八
六
頁
）。

（
15
）		

以
上
、
市
來
上
掲
論
文
一
九
二
～
一
九
六
頁
。

（
16
）		

同
上
二
〇
〇
頁
。

（
17
）		

小
島
毅
「
Ⅱ　

性　

一　

北
宋
の
性
説
」、『
宋
学
の
形
成
と
展
開
（
中
国
学
芸
叢
書　

八
）』（
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）
八
二
～
八
五
頁
。
ま

た
、
溝
口
雄
三
ほ
か
編
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
の
「
性
」
の
事
項
説
明
で
は
、
王
安
石
は
蘇
軾
（
一
〇
三
六

～
一
一
〇
一
）
と
並
ん
で
性
無
善
悪
説
の
代
表
と
さ
れ
、
安
石
の
性
説
で
あ
る
「
原
性
」
か
ら
は
、
性
は
心
が
動
き
を
見
せ
る
以
前
の
段
階
で
あ

る
た
め
善
悪
を
問
題
に
で
き
な
い
が
、
一
方
で
性
善
を
い
う
こ
と
も
あ
る
と
す
る
（
以
上
、
七
一
～
七
二
頁
）。

（
18
）		

同
上
二
〇
〇
頁
。

（
19
）		

同
上
二
一
一
頁
。

（
20
）		

山
田
俊
「
王
雱
の
老
荘
解
釈
に
つ
い
て
―
『
荘
子
』
注
を
中
心
に
―
」、「
林
疑
独
『
荘
子
』
注
の
思
想
に
つ
い
て
―
理
・
性
・
命
を
中
心
に
―
」、

『
宋
代
道
家
思
想
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
所
収
。
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（
21
）		

「
初
、
太
学
博
士
林
自
用
蔡
卞
之
意
、
倡
言
於
太
学
曰
、「
神
考
知
王
荊
公
不
尽
、
尚
不
及
滕
文
公
之
知
孟
子
也
」。
士
大
夫
皆
駭
其
言
。
於
是
瓘

謁
章
惇
求
外
任
、
因
具
以
告
惇
。
惇
大
怒
、
召
自
而
罵
之
。
章
・
蔡
由
是
不
咸
」（
陳
均
『
九
朝
編
年
備
要
』
二
四
）。「（
蔡
）
卞
方
議
毀
資
治
通

鑑
板
、
瓘
聞
之
、
用
策
士
題
特
引
序
文
、
以
明
神
考
有
訓
於
是
。
林
自
駭
異
、
而
謂
瓘
曰
、
此
豈
神
考
親
製
耶
。
瓘
曰
、
誰
言
其
非
也
。（
林
自
）

又
曰
、
亦
神
考
少
年
之
文
爾
。
瓘
曰
、
聖
人
之
学
根
於
天
性
、
有
始
有
卒
、
豈
有
少
長
之
異
乎
。
林
自
辞
屈
愧
歉
」（『
長
編
』
四
八
五
）。

（
22
）		

「
瓘
又
嘗
為
別
試
主
文
、
林
自
復
謂
蔡
卞
曰
、
聞
陳
瓘
欲
尽
取
史
学
而
黜
通
経
之
士
、
意
欲
沮
壊
国
是
而
動
揺
吾
荊
公
之
学
。
卞
既
積
怒
謀
将
因

此
害
瓘
、
而
遂
禁
絶
史
学
、
計
画
已
定
。」（『
長
編
』
四
八
五
）。

（
23
）		

例
え
ば
、「
安
石
の
注
釈
を
読
ん
で
み
る
と
、『
孟
子
』、『
易
』
な
ど
の
説
を
数
多
く
引
用
し
て
、
儒
学
思
想
と
老
子
思
想
の
共
通
点
を
見
い
出

そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
」（
井
澤
上
掲
論
文
（
一
九
九
四
）
七
七
頁
）、
あ
る
い
は
「
林
注
の
引
用
の
多
く
は
『
荘
子
』
の
思
想
と
『
孟
子
』
の

思
想
に
通
底
す
る
も
の
が
有
る
こ
と
、
即
ち
、『
荘
子
』
の
思
想
は
広
く
儒
家
の
思
想
と
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
の
を
目
的
と
し

て
い
る
。
…
…
林
注
の
『
孟
子
』
引
用
の
多
く
は
、『
荘
子
』
と
『
孟
子
』
の
思
想
的
一
致
を
示
す
こ
と
に
目
的
が
有
る
と
言
え
る
」（
山
田
俊
上

掲
書
二
九
七
頁
）、「
…
…
林
注
で
、
道
家
の
無
為
、『
孟
子
』
の
「
反
約
」、
仏
教
の
空
が
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
窺
い
得
た
様
に
、「
理
」

「
性
」「
命
」
の
思
想
を
三
教
に
通
底
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
『
荘
子
』
の
注
釈
と
い
う
形
で
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
」

（
同
三
〇
四
頁
）、「
…
…
王
安
石
は
万
人
が
同
一
に
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
命
を
善
か
否
か
の
範
疇
で
論
じ
、
命
は
完
全
な
善
な
る
根
拠
と
し
て

万
人
が
有
し
て
い
る
と
い
う
説
を
立
て
、
命
、
性
、
如
来
蔵
の
語
に
よ
り
儒
学
、
老
荘
思
想
、
仏
教
を
融
合
さ
せ
る
説
を
提
唱
し
た
」（
田
村
有
見

恵
「
王
安
石
・
王
雱
の
道
徳
性
命
の
思
想
」、
日
本
中
国
学
会
『
日
本
中
国
学
会
報
第
七
十
四
集
』（
二
〇
二
二
年
）
三
七
頁
）
と
い
う
よ
う
な
論

調
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
大
陸
の
研
究
で
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
数
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
例
え
ば
、
李
祥
俊
『
道
通
于
一
―
北
宋
哲
学

思
潮
研
究
』（
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
等
。
ま
た
王
学
の
林
自
に
つ
い
て
扱
っ
た
、
肖
海
燕
「
論
林
疑
独
《
庄
子
解
》
的
儒
学
化

傾
向
」（『
華
中
師
範
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）』
第
四
八
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
九
年
。
第
一
章
の
タ
イ
ト
ル
は
「
三
聖
立
教
、
其
心
則
一
」）

が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。

（
24
）		

例
え
ば
、『
老
子
』
第
二
一
章
「
孔
徳
之
容
、
惟
道
是
従
」
に
対
し
て
、「
孔
徳
、『
孟
子
』
所
謂
盛
徳
是
也
。
故
曰
、
動
容
周
旋
中
礼
、
盛
徳
之

至
」（『
老
子
注
』）
と
、『
孟
子
』
尽
心
下
に
よ
っ
て
語
釈
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
老
荘
注
に
お
け
る
語
義
の
確
定
に
『
孟
子
』
が
援
用
さ
れ
る
の

は
、
王
学
系
の
注
釈
に
広
く
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
ち
な
み
に
葉
夢
得
（
一
〇
七
七
～
一
一
四
八
）
も
、「
老
氏
論
気
、
欲
専
気
致
柔
如
嬰
児
。

孟
子
論
気
、
以
至
大
至
剛
、
直
養
而
無
害
、
塞
乎
天
地
之
間
、
二
者
正
相
反
。
老
氏
・
孟
子
倶
可
与
皆
至
于
聖
人
之
室
也
。
従
老
氏
則
廃
孟
子
、
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従
孟
子
則
廃
老
氏
。
以
吾
観
之
、
二
説
正
不
相
妨
。
人
気
散
之
則
与
物
敵
而
剛
、
専
之
則
反
于
己
而
柔
。
剛
不
可
以
勝
、
勝
剛
者
必
以
柔
。
則
専

気
者
、
乃
所
以
為
直
也
。
直
気
而
無
害
于
外
、
則
所
謂
持
其
志
、
無
暴
其
気
者
、
当
能
如
曾
子
之
守
約
。
約
之
積
而
発
于
微
、
則
直
養
者
乃
所
以

為
柔
也
。
故
知
道
之
至
剛
者
、
本
自
無
二
」（『
巖
下
放
言
』
上
）
と
、
老
子
と
孟
子
を
聖
人
視
し
、
両
者
を
「
剛
柔
」
関
係
で
捉
え
る
。

（
25
）		
「
崇
寧
八
註
」
は
『
道
徳
真
経
集
義
』
に
一
か
所
の
み
、
ほ
か
の
文
献
に
も
無
い
。
彭
耜
『
道
徳
真
経
集
注
』
序
に
は
、「
臨
川
王
安
石
、
字
介

甫
、
臨
川
人
、
荊
國
文
公
。
王
雱
、
字
元
澤
、
荊
公
之
子
。
陸
佃
、
字
農
師
、
山
陰
人
、
門
号
曰
陶
山
先
生
。
劉
槩
、
宇
仲
平
、
開
封
人
。
劉
涇
、

字
巨
沢
、
簡
州
陽
安
人
、
自
号
前
溪
。
自
荆
公
下
至
此
、
總
名
崇
寧
五
註
」
と
あ
る
。「
崇
寧
八
註
」
は
こ
の
「
崇
寧
五
注
」
に
他
の
三
者
を
加
え

た
も
の
か
。

（
26
）		

徽
宗
（
一
〇
八
二
～
一
一
三
五
）
注
に
は
こ
の
「
孟
子
立
本
」「
老
子
反
本
」
を
踏
ま
え
た
と
み
ら
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
。「
御
注
曰
、『
易
』

曰
、「
乾
、
其
静
也
専
」。
揚
雄
曰
、「
和
柔
足
以
安
物
」。
静
而
不
雑
之
謂
専
、
和
而
不
暴
之
謂
柔
。
嬰
児
居
不
知
所
為
、
行
不
知
所
之
、
不
蔵
是

非
美
悪
。
故
気
専
而
致
柔
。『
孟
子
』
曰
、「
蹶
者
趣
者
、
是
気
也
。
而
反
動
其
心
」。
心
不
足
以
専
気
、
則
気
有
蹶
趨
之
不
正
、
而
心
至
於
憤
驕
而

不
可
係
。
聖
人
虚
己
以
遊
世
、
心
無
使
気
之
彊
、
則
其
静
而
不
雑
、
和
而
不
暴
、
与
嬰
児
也
奚
択
。
故
曰
能
如
嬰
児
乎
。『
孟
子
』
曰
、「
其
為
気

也
至
大
至
剛
，
以
直
養
而
無
害
，
則
充
塞
乎
天
地
之
間
」。
老
氏
之
専
気
、
則
曰
致
柔
何
也
。
至
剛
以
行
義
、
致
柔
以
復
性
、
古
之
道
術
、
無
乎
不

在
。（
徽
宗
注
、
章
安
解
義
『
宋
徽
宗
道
徳
真
経
解
義
』
二
）。

（
27
）		

王
安
石
『
老
子
注
』
は
佚
文
で
あ
り
、
し
か
も
成
立
年
代
が
定
か
で
な
い
。
清
・
蔡
上
翔
『
王
荊
公
年
譜
考
略
』、
詹
大
和
『
王
荊
文
公
年
譜
』

等
に
は
『
老
子
注
』
の
編
纂
経
緯
に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
、
先
行
研
究
で
は
、『
老
子
注
』
に
は
『
雑
説
』、『
字
説
』、『
丞
相
新
説
』
を
引
く
こ

と
か
ら
、
晩
年
の
鐘
山
隠
棲
期
に
作
成
さ
れ
た
と
す
る
（
高
克
勤
「
王
安
石
著
述
考
」（『
復
旦
学
報
』
一
九
八
八
年
第
一
期
）
八
七
頁
、
劉
成
国

『
荊
公
新
学
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
八
六
頁
、
井
澤
上
掲
論
文
（
一
九
九
四
年
）
六
四
頁
）。
た
し
か
に
、
上
述
の
先
行
研
究

で
挙
げ
ら
れ
た
資
料
の
ほ
か
に
も
、『
臨
川
先
生
文
集
』
所
収
の
論
考
で
あ
る
「
老
子
」（
巻
六
八
）
は
、『
王
荊
公
年
譜
考
略
』
巻
二
二
元
豊
六
年

の
條
に
全
文
が
転
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
晩
年
に
成
立
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
幾
つ
か
存
在
す
る
。
た
だ
、『
王
安
石
全
集
』
付
録
の
「
老

子
注
整
理
説
明
」
で
は
、『
老
子
注
』
は
熙
寧
二
年
刊
行
の
『
丞
相
新
説
』
と
関
連
す
る
内
容
を
含
む
た
め
、
そ
れ
以
前
に
は
遡
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
。
ま
た
『
老
子
注
』
の
内
容
を
み
る
と
、
新
法
を
鼓
吹
す
る
よ
う
な
文
言
が
確
認
さ
れ
、
司
馬
光
も
「
今
介
甫
為
政
、
尽
変
更
祖
宗
旧
法
、

先
者
後
之
、
上
者
下
之
、
…
…
此
豈
老
氏
之
志
乎
」（「
与
王
介
甫
書
」（『
司
馬
文
正
公
伝
家
集
』
六
〇
）、
熙
寧
三
年
二
月
二
十
六
日
）
と
指
摘
す

る
こ
と
か
ら
、『
老
子
注
』
は
熙
寧
新
法
時
に
作
成
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、『
老
子
注
』
に
は
晩
年
に
作
成
さ
れ
た
『
字
説
』
を
収
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録
す
る
こ
と
か
ら
、
編
纂
は
晩
年
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、『
老
子
注
』
は
熙
寧
以
前
の
『
淮
南
雑
説
』
や
熙
寧
期
の
『
丞
相
新
説
』

等
を
載
せ
る
旧
文
を
編
修
し
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
（
以
上
『
王
安
石
全
集
』
第
四
冊
一
四
四
～
一
四
七
頁
）。
重
要
な
こ
と
は
、『
老

子
注
』
の
成
立
は
晩
年
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
中
身
は
中
央
進
出
以
前
か
ら
熙
寧
変
法
実
施
時
の
注
も
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
決

し
て
晩
年
の
思
想
の
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
り
、
む
し
ろ
若
年
期
の
孟
子
へ
の
関
心
と
並
行
す
る
面
も
あ
っ
た
と
解
す

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
常
有
」
と
「
常
無
」
で
句
切
る
読
み
に
つ
い
て
は
、
林
自
も
、「
有
者
妙
有
、
常
有
者
也
。
無
者
真
無
、

常
無
者
也
」（『
纂
微
』
五
二
）
と
あ
り
、
王
安
石
の
読
み
方
を
引
き
継
い
で
い
る
。

（
28
）		

ま
た
王
雱
『
新
伝
』
に
は
、「
夫
荘
子
之
徳
、
不
以
万
物
干
其
慮
而
能
信
其
道
者
也
。
彼
非
不
知
仁
義
也
。
以
為
仁
義
小
而
不
足
行
已
。
彼
非
不

知
礼
楽
也
。
以
為
礼
楽
薄
而
不
足
化
天
下
。
故
老
子
曰
、
道
失
而
後
徳
、
徳
失
而
後
仁
、
仁
失
而
後
義
、
義
失
而
後
礼
。
是
知
荘
子
非
不
達
於
仁

義
礼
楽
之
意
也
。
彼
以
為
仁
義
礼
楽
者
、
道
之
末
。
故
薄
之
云
爾
。
夫
儒
者
之
言
善
也
。
然
未
嘗
求
荘
子
之
意
。
好
荘
子
之
言
者
、
固
知
読
荘
子

之
書
也
。
然
亦
未
嘗
求
荘
子
之
意
也
。
昔
者
、
先
王
之
沢
至
荘
子
之
時
竭
矣
。
天
下
之
俗
譎
詐
大
作
、
質
朴
竝
散
。
…
…
荘
子
病
之
、
思
以
其
説

矯
夫
天
下
之
獘
而
帰
之
於
正
也
。
…
…
其
篇
（
＝
天
下
篇
）
曰
、
詩
以
道
志
、
書
以
道
事
、
礼
以
道
行
、
楽
以
道
和
、
易
以
道
陰
陽
、
春
秋
以
道

名
分
。
由
此
観
之
、
荘
子
豈
不
知
聖
人
之
道
哉
。
…
…
然
則
荘
子
豈
有
意
於
天
下
之
弊
而
存
聖
人
之
道
乎
。
伯
夷
之
清
、
柳
下
恵
之
和
皆
有
矯
於

天
下
者
也
。
荘
子
之
用
心
亦
二
聖
人
之
徒
矣
」（
二
〇
）
と
、
こ
の
王
安
石
「
荘
周
上
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
言
説
を
載
せ
る
。

（
29
）		

王
学
門
下
で
は
な
い
が
、
王
安
石
の
思
想
を
濃
厚
に
継
承
す
る
と
さ
れ
る
華
鎮
（
字
は
安
仁
、
生
没
年
不
詳
、
元
豊
二
年
の
進
士
。『
四
庫
提

要
』
の
「
雲
渓
居
士
集
」
の
條
に
、「
観
其
学
術
、
大
抵
以
王
安
石
為
宗
」
と
あ
る
）
は
、「
嗚
呼
、
文
武
之
後
、
聖
人
不
作
于
上
、
孟
子
以
来
、

真
儒
不
起
于
下
、
亦
已
久
矣
。
‥
‥
‥
惟
神
宗
皇
帝
体
堯
・
舜
之
聡
明
、
挟
湯
・
武
之
勇
智
、
慨
然
有
為
修
復
治
古
。
荊
国
文
公
摻
孔
・
孟
之
道

術
、
済
伊
・
周
之
事
功
、
同
徳
一
心
、
諫
行
言
聴
、
稽
成
周
之
法
度
、
酌
当
世
而
変
通
、
以
利
万
民
、
以
厚
邦
国
、
以
光
祖
考
、
以
事
神
祇
」（「
上

蔡
枢
密
書
」、『
雲
渓
居
士
集
』
二
四
）
と
、
孟
子
以
後
の
道
統
の
断
絶
は
神
宗
が
堯
・
舜
・
湯
・
武
の
聖
王
を
、
王
安
石
が
孔
孟
の
道
術
と
伊
尹
・

周
公
の
事
功
を
継
承
し
た
と
評
す
る
。

（
30
）		

林
自
は
荘
子
の
寓
言
を
『
易
』
の
象
意
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
、
荘
子
を
学
ぶ
者
は
そ
の
弊
害
矯
正
の
意
を
求
め
て
表
面
的
な
言
辞
に
泥
む
こ

と
が
な
い
よ
う
に
と
主
張
す
る
。「
荘
子
之
寓
言
、
猶
『
易
』
之
立
象
以
明
意
、
善
学
者
求
其
矯
弊
之
意
、
毋
認
言
而
泥
迹
也
」（『
纂
微
』
九
五
）。

（
31
）		

例
え
ば
、『
崇
寧
五
注
』（
注
二
三
参
照
）
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
劉
槩
は
次
の
よ
う
な
注
釈
を
し
て
い
る
。「
道
至
於
孔
子
而
後
集
大
成
。
蓋
幾

千
百
年
而
一
出
孔
子
之
上
聖
人
之
因
時
者
有
不
得
已
也
。
孔
子
之
下
諸
子
之
立
家
者
各
是
其
是
也
。
荘
子
之
時
去
聖
已
遠
、
道
徳
仁
義
裂
於
楊
墨
、
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無
為
清
浄
墜
於
田
彭
。
於
是
宋
銒
尹
文
之
徒
聞
風
而
肆
、
荘
子
思
欲
復
仲
尼
之
道
。
而
非
仲
尼
之
時
、
遂
高
言
至
道
以
矯
天
下
之
卑
、
無
為
復
朴

以
絶
天
下
之
華
、
清
虚
寂
莫
以
拯
天
下
之
濁
。
謂
約
言
不
足
以
解
獘
。
故
曼
衍
而
無
家
。
謂
荘
語
不
足
以
喩
俗
。
故
荒
唐
而
無
涯
、
著
書
三
十
三

篇
、
終
之
以
天
下
道
、
其
言
好
老
聃
、
而
下
仲
尼
。
至
論
百
家
之
学
則
仲
尼
不
与
焉
。
先
之
以
墨
翟
禽
滑
釐
之
徒
、
次
以
老
聃
関
尹
、
而
後
自
叙

其
学
、
結
以
恵
施
多
方
。
蓋
謂
道
非
集
大
成
之
時
、
則
雖
博
大
、
真
人
猶
在
一
曲
。
老
聃
之
書
得
吾
之
本
。
故
調
適
而
上
遂
恵
子
之
書
得
吾
之

末
、
未
免
一
曲
而
已
。
嗚
呼
、
諸
子
之
書
曷
嘗
不
尊
仲
尼
哉
。
知
其
所
以
尊
者
莫
如
荘
子
。
学
者
致
知
於
言
外
可
也
」（『
南
華
真
経
義
海
纂
微
』

一
〇
六
）。

（
32
）		

林
自
も
、「
泰
氏
、
上
古
淳
朴
之
世
。
至
堯
則
朴
散
而
法
成
、
舜
又
因
堯
之
法
而
増
大
之
、
所
以
不
及
泰
氏
。
非
聖
人
之
道
不
同
、
盖
時
事
之
変
、

聖
人
応
迹
亦
不
得
不
異
耳
」（『
纂
微
』
二
〇
）
と
安
石
・
王
雱
と
同
様
の
時
を
主
軸
と
し
た
聖
人
観
を
も
つ
。
ま
た
、
王
雱
も
「
泰
氏
・
虞
氏
均

為
無
為
。
然
虞
氏
不
及
泰
氏
者
、
非
道
之
所
以
不
同
、
以
其
時
変
之
異
而
已
」（『
新
伝
』
六
）
と
林
自
と
ほ
ぼ
同
意
の
注
釈
を
す
る
。

（
33
）		

「『
雑
説
』
曰
、「
上
徳
無
為
而
無
以
為
、
羲
皇
也
。
上
仁
為
之
而
無
以
為
、
堯
舜
也
。
上
義
為
之
而
有
以
為
、
湯
武
也
。
上
義
、
下
徳
也
。
上
義
、

下
徳
也
」。
或
曰
、「
湯
武
、
大
聖
人
也
。
謂
之
下
徳
可
乎
」。
曰
、「
聖
人
之
所
同
者
、
心
也
。
徳
之
所
以
有
上
下
者
、
時
也
。
大
聖
人
者
、
易
地

則
皆
然
」」（『
老
子
注
』
第
三
八
章
）。

（
34
）		

「
劉
槩
統
論
云
…
…
道
至
於
孔
子
而
後
集
大
成
、
盖
幾
千
百
年
而
一
出
。
孔
子
之
上
、
聖
人
之
因
時
者
、
有
不
得
已
也
。
孔
子
之
下
、
諸
子
之

立
家
者
、
各
是
其
是
也
。
荘
子
之
時
、
去
聖
已
遠
、
道
徳
仁
義
、
裂
於
楊
・
墨
、
無
為
清
浄
、
墜
於
田
・
彭
、
於
是
宋
鈃
・
尹
文
之
徒
、
聞
風
而

肆
。
荘
子
思
欲
復
仲
尼
之
道
而
非
仲
尼
之
時
、
遂
高
言
至
道
以
矯
天
下
之
卑
、
無
為
復
朴
以
絶
天
下
之
華
、
清
虚
寂
莫
以
拯
天
下
之
濁
」（『
纂
微
』

一
〇
六
）。

（
35
）		

「
御
注
曰
、
先
王
以
人
道
治
天
下
、
至
周
而
弥
文
、
及
其
弊
也
、
以
文
滅
質
、
文
有
余
而
質
不
足
、
天
下
挙
失
其
素
樸
之
真
、
而
日
淪
於
私
欲
之

習
。
老
氏
当
周
之
末
、
方
将
扶
其
弊
而
使
之
反
本
。
故
攘
棄
弁
義
、
絶
滅
礼
学
、
雖
聖
智
亦
在
所
擯
。
彼
其
心
豈
真
以
仁
義
聖
智
為
不
足
以
治
天

下
哉
。
先
王
之
道
若
循
環
、
捄
文
者
莫
若
質
。
故
令
有
所
属
、
謂
見
素
抱
樸
、
少
私
寡
欲
也
。 

臣
義
曰
、
聖
智
、
仁
義
、
巧
利
、
三
者
文
存
質
滅
。

故
民
失
其
利
、
孝
慈
不
復
、
盗
賊
多
有
。
由
信
不
足
而
文
具
爾
。
故
有
所
棄
絶
。
棄
絶
其
文
、
則
天
下
不
至
於
失
真
而
流
偽
。
故
老
氏
松
其
文
弊
、

而
使
之
反
本
、
令
有
所
属
也
。
見
素
抱
朴
、
少
私
寡
欲
、
所
属
如
此
」（
章
安
『
宋
徽
宗
道
徳
真
経
解
義
』
三
）。
ま
た
、
同
じ
く
徽
宗
注
に
疏
を

注
し
た
江
澂
に
も
、「
疏
義
曰
、
夫
寒
積
而
成
暑
、
非
一
曰
也
。
観
天
時
以
験
人
事
、
則
先
王
以
人
道
治
天
下
、
由
簡
以
至
備
、
所
以
至
周
而
弥
文
。

当
是
時
、
事
為
之
制
、
曲
為
之
防
、
郁
郁
之
文
莫
盛
乎
此
。
然
文
極
則
弊
、
息
於
滅
質
。
文
有
余
於
尚
華
、
質
不
足
於
居
実
、
天
下
挙
失
其
素
樸
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之
真
而
凋
於
浮
偽
、
曰
淪
於
私
欲
之
習
而
蔽
於
小
智
、
可
不
因
其
弊
而
救
之
乎
。
老
氏
当
周
之
末
、
方
将
松
其
弊
而
使
之
反
本
、
意
有
在
於
斯
也
。

故
攘
棄
七
義
而
復
性
於
自
然
、
絶
滅
礼
学
而
相
忘
於
道
術
、
雖
聖
智
亦
在
所
擯
而
莫
之
尚
。
蓋
欲
天
下
軽
末
而
重
本
、
松
其
述
故
也
。
彼
其
心
豈

真
以
仁
義
聖
智
為
不
足
以
治
天
下
哉
？
夏
尚
忠
、
商
尚
質
、
周
尚
文
、
或
因
或
革
、
或
損
或
益
、
先
王
之
道
若
循
環
也
。
然
文
之
弊
不
可
不
救
之

以
質
、
亦
猶
四
時
之
序
、
夏
反
而
為
秋
也
。
拠
文
莫
若
質
、
故
令
有
所
属
也
。
下
文
所
謂
見
素
抱
樸
、
少
私
寡
欲
、
此
有
所
属
也
。（『
道
徳
真
経

疏
義
』
五
）
と
あ
り
、
王
雱
注
を
ほ
ぼ
流
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
36
）		

王
安
石
は
道
の
散
逸
を
、「
道
之
不
一
久
矣
、
人
善
其
所
見
、
以
為
教
於
天
下
、
而
伝
之
後
世
。
後
世
学
者
、
或
徇
乎
身
之
所
然
、
或
誘
乎
世
之

所
趨
、
或
得
乎
心
之
所
好
、
於
是
聖
人
之
大
体
、
分
裂
而
為
八
九
。（「
漣
水
軍
淳
化
院
経
蔵
記
」、『
文
集
』
八
三
）
と
、
古
聖
王
の
世
で
は
一
体

化
し
て
い
た
も
の
が
、
後
世
の
学
者
の
嗜
好
に
よ
っ
て
細
分
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
。
学
問
の
細
分
化
へ
の
懸
念

と
し
て
、
一
な
る
道
と
し
て
の
復
古
を
目
指
し
た
こ
と
は
王
学
の
思
想
的
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
37
）		

衛
霊
公
篇
に
も
、「
無
為
而
治
者
、
其
舜
也
与
。
夫
何
為
哉
、
恭
己
正
南
面
而
已
矣
」
と
、
舜
の
政
治
を
無
為
と
す
る
称
す
る
。
儒
家
に
お
け
る

無
為
の
治
に
つ
い
て
は
、
楠
山
春
樹
氏
「
儒
家
に
お
け
る
無
為
の
思
想
」（『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
第
七
九
号
、
一
九
九
二
年
、
の
ち
『
道
家
思
想

と
道
教
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
所
収
）
が
漢
代
を
中
心
に
朱
熹
に
到
る
ま
で
儒
家
の
代
表
的
な
無
為
の
思
想
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
そ

の
着
眼
点
や
分
析
方
法
に
は
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
王
安
石
に
お
け
る
無
為
の
治
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
儒
家
に
お
け
る
無
為
の
治
―
王

安
石
の
経
書
解
釈
を
中
心
に
―
」（
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
三
十
八
号
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。

（
38
）		

林
自
は
、「
凡
虚
而
順
物
者
、
多
失
於
無
所
守
。
清
而
拒
物
者
、
多
失
於
無
所
容
。
世
有
無
道
之
物
、
正
容
以
悟
之
、
使
人
取
正
於
我
而
邪
意
自

消
。『
孟
子
』
云
「
正
己
而
物
正
」
是
也
」（『
纂
微
』
六
三
）
と
、
聖
人
に
よ
っ
て
衆
人
の
邪
意
を
自
然
と
消
失
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
。

（
39
）		

「
止
者
、
性
之
本
然
、
唯
止
於
先
者
、
然
後
能
止
衆
止
。
莫
非
木
也
、
而
松
柏
獨
正
、
淩
霜
雪
以
冠
衆
木
。
莫
非
人
也
、
而
舜
獨
正
、
明
庶
物
而

察
人
倫
。「
幸
能
正
生
、
以
正
衆
生
」、
正
己
而
物
正
之
謂
也
」（『
纂
微
』
一
一
）。「
而
舜
獨
正
、
明
庶
物
而
察
人
倫
」
は
『
孟
子
』
離
婁
下
「
舜

明
於
庶
物
、
察
於
人
倫
、
由
仁
義
行
、
非
行
仁
義
也
」
を
踏
ま
え
る
。
ち
な
み
に
陳
祥
道
は
『
荘
子
』
同
箇
所
の
注
と
し
て
、「
松
栢
不
以
寒
暑
易

其
色
。
故
在
木
為
長
。
舜
不
以
窮
達
移
其
正
。
故
在
人
為
聖
。
駘
之
於
舜
、
雖
隠
顕
不
同
。
其
受
天
地
正
命
則
一
、
所
以
皆
能
「
正
生
以
正
衆
生
」。

然
「
正
生
」
者
、
聖
人
之
本
務
。「
正
衆
生
」
者
、
聖
人
之
余
事
。
故
称
「
幸
」
焉
」
と
、「
正
性
」
と
い
う
聖
人
自
身
の
性
を
正
す
こ
と
が
本
務

で
あ
り
、
衆
人
を
正
す
こ
と
は
そ
の
余
事
で
あ
る
と
す
る
。

（
40
）		

王
雱
注
に
も
「
木
受
命
於
地
、
人
受
命
於
天
。
地
非
私
於
松
栢
而
使
之
独
青
、
天
非
私
舜
而
使
之
独
正
。
蓋
松
栢
不
変
其
至
堅
、
而
大
舜
能
守
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其
正
性
。
故
曰
、「
受
命
於
地
、
唯
松
栢
独
也
。
在
冬
夏
青
青
。
受
命
於
天
、
唯
舜
独
也
正
」。
夫
天
下
之
人
不
知
舜
能
守
其
正
、
而
皆
称
為
聖
人
。

豈
自
悟
其
幸
生
而
正
、
而
自
喪
其
正
。
唯
能
知
其
本
正
而
守
之
、
亦
可
正
於
衆
人
矣
。
奚
独
聖
人
歟
。
故
曰
、「
幸
能
正
生
以
正
衆
生
」」（『
新
伝
』

四
）
と
あ
る
。
ま
た
別
の
箇
所
で
も
、「『
孟
子
』
曰
、「
枉
己
者
、
未
有
能
直
人
者
也
」。
夫
欲
正
於
人
者
、
必
先
正
於
己
、
己
正
而
人
亦
自
正
」

（『
新
伝
』
三
）
と
、『
孟
子
』
縢
文
公
下
の
一
節
を
引
用
し
て
、
ま
ず
自
身
を
正
し
、
人
も
正
さ
れ
る
と
い
う
同
趣
旨
の
注
を
付
す
。

（
41
）		

王
雱
も
「
而
不
知
其
然
、
性
也
者
、
不
以
情
求
合
於
妙
本
也
」（『
新
伝
』
一
四
）
と
、『
荘
子
』
則
陽
の
経
文
に
従
い
、
情
に
よ
っ
て
性
を
解
明

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

（
42
）		

「
気
之
所
稟
命
者
、
心
也
。
視
之
能
必
見
、
聴
之
能
必
聞
、
行
之
能
必
至
、
思
之
能
必
得
、
是
誠
之
所
至
也
。
不
聴
而
聡
、
不
視
而
明
、
不
思
而

得
、
不
行
而
至
、
是
性
之
所
固
有
而
、
神
之
所
自
生
也
。
尽
心
尽
誠
者
之
所
至
也
。
故
誠
之
所
以
能
不
測
者
、
性
也
。
賢
者
尽
誠
以
立
性
者
也
。

聖
人
尽
性
以
至
誠
者
也
。
神
生
於
性
、
性
生
於
誠
、
誠
生
於
心
、
心
生
於
気
、
気
生
於
形
」。

（
43
）		

当
該
引
用
で
は
、「
臨
川
王
氏
曰
、
中
庸
之
道
不
行
不
明
於
世
者
、
孔
子
言
我
固
知
其
然
矣
。
当
孔
子
之
時
、
治
化
已
絶
、
処
士
横
議
、
各
信
一

偏
之
見
。
是
故
知
賢
者
止
知
用
心
之
切
求
過
於
道
中
庸
之
理
所
以
不
明
不
行
。
夫
知
者
知
其
行
道
於
世
、
使
愚
者
皆
可
企
及
賢
者
謂
不
行
道
於
世
、

則
当
明
之
於
己
而
使
不
肖
者
皆
可
以
法
傚
、
若
舜
之
知
可
謂
能
行
也
、
顔
回
之
択
善
可
謂
能
明
也
。
愚
不
肖
者
固
可
以
勉
而
行
中
庸
之
道
矣
。
今

因
其
知
与
賢
者
求
過
於
道
、
是
以
望
道
而
不
可
企
及
、
所
以
聖
人
於
此
深
責
其
知
与
賢
者
之
過
而
非
愚
不
肖
之
罪
、
若
伯
夷
、
柳
下
恵
之
徒
皆
非

中
道
。
故
孟
子
但
言
其
聖
人
清
和
之
一
節
耳
、
人
孰
不
飲
食
也
。
然
鮮
能
知
正
味
如
酸
醎
辛
苦
之
類
皆
得
其
中
和
可
也
。
人
莫
不
欲
行
道
也
、
鮮

能
知
中
和
之
理
、
反
棄
聖
道
而
務
為
異
行
。
孔
子
所
以
歎
之
也
」
と
、
聖
人
で
あ
る
孔
子
と
、
賢
人
の
顔
回
、「
愚
不
肖
者
」
と
い
う
三
者
の
段
階

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
王
安
石
の
孟
子
評
価
に
比
べ
孔
子
へ
の
尊
崇
は
ど
の
論
考
に
お
い
て
も
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
性
の
当
事
者
に
お

い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
上
智
と
下
愚
は
移
ら
な
い
（『
論
語
』
陽
貨
）
と
い
う
孔
子
の
説
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。

（
44
）		

更
に
林
自
に
至
っ
て
は
、「
真
性
裂
而
有
善
悪
、
善
悪
立
而
有
名
刑
」（『
纂
微
』
五
）
と
、
本
来
的
な
性
が
分
裂
し
た
状
態
が
善
悪
で
あ
り
、
そ

の
善
悪
に
よ
っ
て
世
に
「
名
刑
」
が
あ
る
と
す
る
。

（
45
）		

「
神
」
は
「
聖
」
や
「
大
」
と
い
う
段
階
で
な
け
れ
ば
顕
現
・
作
用
で
き
な
い
と
の
論
は
、
同
じ
「
大
人
論
」
中
に
、「
孔
子
曰
、『
顕
諸
仁
、
蔵

諸
用
、
鼓
万
物
而
不
与
聖
人
同
憂
、
盛
徳
大
業
至
矣
哉
』。
此
言
神
之
所
為
也
。
神
之
所
為
、
雖
至
而
無
所
見
於
天
下
、
仁
而
後
著
、
用
而
後
功
。

『
聖
人
以
此
洗
心
、
退
蔵
於
密
』。
及
其
仁
済
万
物
而
不
窮
、
用
通
万
世
而
不
倦
也
、
則
所
謂
聖
矣
。
故
神
之
所
為
、
当
在
於
盛
徳
大
業
、
徳
則
所

謂
聖
、
業
則
所
謂
大
也
。
世
蓋
有
自
為
之
道
而
未
嘗
知
此
者
、
以
為
徳
・
業
之
卑
不
足
以
為
道
、
道
之
至
在
於
神
耳
、
於
是
棄
徳
・
業
而
不
為
。



40

流経法学　第24巻 第 1号［通巻46］2024-07-10

夫
為
君
子
者
皆
棄
徳
・
業
而
不
為
、
則
万
物
何
以
得
其
生
乎
。
故
孔
子
称
神
而
卒
之
以
徳
・
業
之
至
、
以
明
其
不
可
棄
。
蓋
神
之
用
在
乎
徳
・
業

之
間
、
則
徳
・
業
之
至
可
知
矣
。
故
曰
神
非
聖
則
不
顕
、
聖
非
大
則
不
形
。
此
天
地
之
全
、
古
人
之
大
体
也
」
と
、
主
に
『
易
』
繫
辞
伝
の
諸
説

を
引
用
し
て
明
証
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）		
「
首
論
聖
治
、
即
『
充
実
而
有
光
輝
之
謂
大
』。
次
論
徳
人
、
即
『
大
而
化
之
之
謂
聖
』。
末
論
神
人
、
即
『
聖
而
不
可
知
之
謂
神
』。『
聖
治
』
言

其
業
、『
徳
人
』
言
其
徳
、『
神
人
』
言
其
道
、
其
実
皆
聖
人
之
事
也
」。

（
47
）		

王
雱
に
も
こ
の
林
注
と
類
似
す
る
注
釈
が
あ
る
。「
性
者
、
至
静
而
生
之
本
也
。
故
曰
『
性
者
、
生
之
質
也
』。
性
感
動
則
必
動
也
。
故
曰
「
性

之
動
、
謂
之
為
」。
為
本
人
為
則
非
得
也
。
故
曰
『
為
之
偽
、
謂
之
失
』」（『
新
伝
』
一
二
）。
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